
�

　
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
開

催
さ
れ
た
。
本
学
は
首
脳
会

談
で
あ
る
サ
ミ
ッ
ト
本
体
と

接
点
は
な
い
が
、
な
に
よ
り

伊
勢
志
摩
と
い
う
地
域
名
が

世
界
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

ぜ
ひ
、「
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト

の
共
同
声
明
で
発
表
さ
れ

た
」
と
い
う
形
容
の
つ
く
成

果
の
発
信
を
期
待
し
た
い
▼

伊
勢
志
摩
は
日
本
国
内
で
あ

れ
ば
相
当
の
知
名
度
を
も
つ

が
、
日
本
を
一
歩
出
れ
ば
無

名
の
地
で
あ
る
。
ミ
キ
モ
ト

の
真
珠
は
知
ら
れ
て
い
て
も

そ
の
発
祥
地
を
知
ろ
う
と
す

る
人
は
少
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
昭
和
五
十
年
に
エ
リ

ザ
ベ
ス
二
世
が
御
木
本
真
珠

島
を
訪
れ
た
こ
と
す
ら
記
憶

が
薄
ら
い
で
い
る
▼
日
本
で

真
円
の
養
殖
真
珠
が
発
明
さ

れ
る
以
前
は
パ
リ
の
ロ
ー
ゼ

ン
タ
ー
ル
が
天
然
真
珠
を
広

く
扱
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

御
木
本
幸
吉
が
市
場
を
席
巻

し
、
養
殖
真
珠
は
に
せ
物
と

い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
張
ら

れ
た
。
そ
れ
を
覆
す
こ
と
に

な
っ
た
の
は
大
正
十
年
に
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
リ

ス
タ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
教

授
が
ネ
イ
チ
ャ
ー
誌
に
載
せ

た
論
文
だ
っ
た
（
山
田
篤
美

『
真
珠
の
世
界
史
』）
▼
真
珠

の
展
開
史
は
、
地
域
資
源
に

磨
き
を
か
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル

を
め
ざ
す
本
学
と
同
じ
方
向

性
を
も
つ
よ
う
に
見
え
る
。

伊
勢
は
世
界
に
開
か
れ
た

「
重し

き

波な
み
」の
寄
せ
る
国
で
あ
る
。

　春
過
ぎ
て

夏
来き

た

る
ら
し

白
た
へ
の

衣こ
ろ
も

干ほ

し
た
り

天あ
め

の
香か

具ぐ

山や
ま

持
統
天
皇

❖
歌
ご
よ
み
❖

平
成
二
十
八
年
度
皇
學
館
大
学
入
学
式

新
入
生
七
四
九
名
が
新
生
活
を
ス
ター
ト

　
四
月
四
日
、本
学
記
念
講
堂
に
お
い
て
平
成
二
十
八
年
度
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

今
年
度
の
入
学
生
は
、
大
学
院
十
五
名
、
専
攻
科
二
十
四
名
、
学
部
生
七
〇
六
名
、

学
部
転
入
・
編
入
・
学
士
入
学
四
名
の
計
七
四
九
名
だ
。

世
界
と
地
域
社
会
を
舞
台
に
活
躍
を

　
小
雨
が
降
り
な
が
ら
も
桜

が
満
開
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

午
前
十
時
、
入
学
式
が
始
ま

り
、
記
念
講
堂
は
希
望
に
胸

を
膨
ら
ま
せ
る
新
入
生
の
熱

気
に
包
ま
れ
た
。

　
清
水
潔
学
長
は
国
歌
斉
唱

の
後
、
令
旨
を
奉
読
。
続
く

式
辞
で
は
新
入
生
に
対
し
て

栄
え
あ
る
本
学
の
学
生
と
し

て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
を

宣
言
し
、
祝
福
し
た
。
そ
し

て
本
学
の
創
設
か
ら
再
興
ま

で
の
歴
史
、「
建
学
の
精
神
」

に
つ
い
て
説
明
。
わ
が
国
の

歴
史
と
伝
統
に
基
づ
く
学
問

を
修
め
、
わ
が
国
の
あ
る
べ

き
姿
、日
本
の
文
化
や
思
想
、

精
神
を
継
承
・
実
践
し
て
、

文
明
の
進
展
に
寄
与
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
と
説
い
た
。

続
い
て
「
今
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急

速
に
進
行
し
て
い
る
。
根
本

と
な
る
の
は
、
日
本
の
日
本

た
る
所
以
を
知
り
、
日
本
人

の
本
質
、
特
質
を
理
解
し
、

そ
れ
を
自
ら
の
も
の
と
し
て

自
覚
し
、
自
得
す
る
こ
と
で

あ
る
」
と
言
及
。
そ
の
前
提

の
上
に
立
ち
、
日
本
の
若
者

が
今
後
活
躍
す
べ
き
舞
台
は

〈
世
界
〉
と
〈
地
域
社
会
〉
の

二
つ
と
伝
え
た
。
そ
の
上
で

「
意
欲・能
力
の
あ
る
学
生
が

積
極
的
に
海
外
留
学
し
、
見

聞
を
広
め
な
が
ら
語
学
力
を

高
め
、
日
本
文
化
を
発
信
す

る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
本
学
と
し
て

も
積
極
的
に
支
援
し
て
い

く
」と
語
っ
た
。一
方
で「
少

子
化
、
高
齢
化
、
過
疎
化
な

ど
地
方
の
衰
退
を
打
開
す
る

に
は
、
若
者
の
力
が
必
要
」

と
語
り
、
本
学
で
は
自
治
体

や
地
域
、
産
業
界
と
の
連
携

協
定
を
結
び
、
一
体
と
な
っ

て
地
域
貢
献
人
材
を
育
成
し

よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
を
示
し
た
。
最
後
に

は
「
四
年
間
の
学
び
を
通
し

て
人
間
性
を
磨
き
、
社
会
に

貢
献
す
る
人
材
と
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
期
待
の
言
葉
で
締

め
く
く
っ
た
。

　
続
い
て
、
佐
古
一
洌
理
事

長
は
告
辞
で
「『
慎つ

つ
し
み
て之
莫な

お
こ
た
り
そ怠
』

　
　
常
に
謙
虚
な
姿
勢
で
、

日
々
着
実
、
積
極
的
に
歩
み

を
進
め
、
悔
い
の
な
い
青
春

を
送
っ
て
ほ
し
い
」
と
新
入

生
に
激
励
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

　
式
終
了
後
、
新
入
生
ら
は

外
宮
及
び
内
宮
を
参
拝
し
、

大
御
神
に
入
学
を
奉
告
し
た
。

希
望
あ
ふ
れ
る
新
生
活
へ

　
文
学
部
を
代
表
し
て
宣
誓

を
読
み
上
げ
た
神
道
学
科
の

吉
田
健
真
君
は
「
高
校
時
代

に
一
人
旅
を
し
た
と
き
に
、

全
国
各
地
の
神
社
の
厳
粛
な

雰
囲
気
に
触
れ
、
神
道
の
自

然
へ
の
畏
怖
や
尊
敬
の
念
と

い
っ
た
日
本
古
来
の
思
想
に

興
味
を
持
っ
た
」
と
入
学
の

動
機
を
語
り
「
神
道
だ
け
で

な
く
、
他
の
宗
教
や
、
世
界

情
勢
、
環
境
問
題
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
視
野
を
広
げ

て
学
ん
で
い
き
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
た
。
教
育
学

部
代
表
の
伊
藤
陽
介
君
は
小

学
校
の
先
生
を
め
ざ
し
て
本

学
を
選
ん
だ
と
い
い
、「
中
高

か
ら
野
球
や
ギ
タ
ー
を
続
け

て
い
る
の
で
、
学
生
生
活
で

は
一
層
打
ち
込
み
た
い
」
と

語
っ
た
。
現
代
日
本
社
会
学

部
代
表
の
野
中
大
暉
君
は
、

「
公
務
員
を
め
ざ
し
て
い
る
。

大
学
生
活
は
と
に
か
く
楽
し

み
た
い
!
」
と
元
気
に
語
っ

平
成
二
十
八
年
度
皇
學
館
中
学
校
・
高
等
学
校
入
学
式

世
界へ
羽
ば
た
く
力
を
養って

　
麗
ら
か
な
春
の
日
差
し
が
降
り
注
ぐ
中
、
四
月
七
日
に
第
三
十
八
回
皇
學
館
中

学
校
入
学
式
が
、
同
月
十
一
日
に
第
五
十
四
回
皇
學
館
高
等
学
校
入
学
式
が
挙
行

さ
れ
た
。
新
た
な
門
出
を
祝
う
か
の
よ
う
に
校
内
に
は
桜
が
咲
き
揃
い
、
新
入
生

た
ち
を
温
か
く
出
迎
え
た
。

　
皇
學
館
中
学
校
で
は
今
年

度
入
学
式
が
四
月
七
日
に
行

わ
れ
、
三
十
八
名
が
入
学
。

皇
學
館
高
等
学
校
で
は
同
月

十
一
日
に
実
施
さ
れ
、
三
八

四
名
が
入
学
を
許
可
さ
れ

た
。
真
新
し
い

制
服
に
身
を
包

ん
だ
新
入
生
た

ち
は
こ
れ
か
ら

迎
え
る
学
校
生

活
へ
の
期
待
を

胸
に
、
や
や
緊

張
し
た
面
持
ち

で
式
に
臨
ん
で

い
た
。

　
式
で
は
こ
の

四
月
に
新
た
に

着
任
し
た
上
村

桂
一
校
長
（
七
面
に
就
任
の

挨
拶
を
掲
載
）
が
令
旨
を
奉

読
。
続
く
式
辞
で
上
村
校
長

は
、「
皆
さ
ん
が
入
学
し
た 

皇
學
館
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
を

具
体
的
に
述
べ
て
い
る
の
が

賀
陽
宮
邦
憲
王
殿
下
の
令
旨

で
す
。
こ
こ
に
は
、『
本
学
園

の
学
生
は
正
し
い
学
問
を
し

っ
か
り
学
び
な
さ
い
。
学
ん

だ
こ
と
を
活
用
し
な
さ
い
。

そ
し
て
社
会
の
発
展
に
貢
献

す
る
人
に
な
り
な
さ
い
』
と

説
か
れ
て
い
ま
す
」
と
建
学

の
精
神
に
つ
い
て
繰
り
返
し

熱
く
語
っ
た
。
そ
し
て
、「
こ

れ
は
百
年
の
時
を
超

え
て
、
変
化
の
激
し

い
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
生
き
る
皆
さ
ん
に

求
め
ら
れ
る
能
力
、

す
な
わ
ち
、
確
か
な

知
識
・
技
能
、
そ
れ

ら
を
活
用
す
る
力
、

自
ら
学
ぶ
力
と
重
な
り
ま

す
。
本
学
園
は
こ
れ
ら
の
能

力
を
培
う
こ
と
に
加
え
て
、

皆
さ
ん
が
国
際
人
と
し
て
活

躍
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

「
国
際
的
な
視
野
」と
、「
日
本

人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
」
を
育
む
教
育
に
も
力

を
注
い
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん

に
は
学
園
生
活
を
通
し
て
こ

れ
ら
の
能
力
を
身
に
つ
け
、

世
界
に
羽
ば
た
く
力
を
し
っ

か
り
と
養
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
の
た
め
に
も
、
大
き

な
夢
を
持
ち
、
互
い
の
個
性

や
能
力
を
認
め
合
い
、
助
け

合
い
な
が
ら
互
い
を
高
め
て

い
く
良
き
仲
間
で
あ
っ
て
ほ

し
い
」
と
訴
え
た
。

　
上
村
校
長
の
言
葉
を
受

け
、
皇
學
館
中
学
校
で
は
河

村
隆
雅
君
が
、
皇
學
館
高
等

学
校
で
は
山
川
ひ
よ
り
さ
ん

が
力
強
い
言
葉
で
入
学
宣
誓

を
し
、
新
た
な
学
校
生
活
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

て
く
れ
た
。
ま
た
、
神
道
学

科
に
入
学
し
た
杉
本
秀
司
さ

ん
は
御
年
六
十
一
歳
。「
地
元

の
大
阪
の
神
社
の
氏
子
総
代

な
ど
を
務
め
た
経
験
か
ら
、

神
社
と
は
何
か
、
日
本
人
の

独
自
性
と
は
何
か
と
い
う
こ

と
を
も
っ
と
学
び
た
い
と
思

っ
た
」
と
進
学
の
動
機
を
語

っ
た
。
杉
本
さ
ん
は
、
大
阪

で
仕
事
を
し
な
が
ら
授
業
に

合
わ
せ
て
来
勢
す
る
予
定
だ
。

式辞を述べる上村校長

各学部の代表者が宣誓を読み上げた

厳粛な雰囲気の中、挙行された入学式

新入生を代表して入学宣誓をする山川さん

吉田健真君
（神道学科）

伊藤陽介君
（教育学科）

野中大暉君
（現代日本社会学科）

杉本秀司さん
（神道学科）

■注目記事
２面
本学・明和町 地方創生産学官連携�
「日本酒プロジェクト」始まる
３ 面
新任教職員紹介
４・５ 面
フィールドワーク・遠足・�
伊勢志摩サミット授業報告
６ 面 （高校・中学校）
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「
日
本
酒
プロジェク
ト
」始
ま
る

本

学
・
明
和
町
地
方
創
生
産
学
官
連
携

「
日
本
酒
プロジェク
ト
」始
ま
る

　
本
学
と
明
和
町
が
連
携
し
、
日
本
酒
造
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
爽

や
か
な
風
が
吹
き
渡
っ
た
五
月
十
四
日
、
明
和
町
前
野
の
水
田
に
は
本
学
の
学
生

と
明
和
町
の
関
係
者
ら
お
よ
そ
三
十
名
が
集
ま
り
、御
田
植
祭
を
執
り
行
っ
た
後
、

日
本
酒
の
原
料
と
な
る
酒
米
の
苗
を
植
え
た
。

稲
作
、六
次
産
業
化
の
実
践
を
通
し

地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成

　
本
学
で
は
神
道
精
神
に
基

づ
く
人
間
性
豊
か
な
人
材
育

成
を
教
育
目
標
の
一
つ
に
掲

げ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
神
道

と
関
わ
り
の
深
い
稲
作
に
関

わ
る
実
習
を
学
生
た
ち
に
体

験
さ
せ
た
い
と
、
明
和
町
の

農
業
生
産
法
人
・
松
幸
農
産

と
伊
勢
市
の
酒
造
会
社
・
伊

勢
萬
の
協
力
を
得
て
学
生
に

よ
る
日
本
酒
造
り
を
計
画
。

折
し
も
、
明
和
町
か
ら
国
の

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
事

業
と
し
て
参
画
し
た
い
と
の

三
重
県
産
の
酒
米「
神
の
穂
」を
田
植
え

　
五
月
十
四
日
に
は
明
和
町

前
野
に
あ
る
本
学
職
員
所
有

の
水
田
に
関
係
者
一
同
が
集

い
、豊
作
を
祈
念
す
る
神
事・

御
田
植
祭
を
執
り
行
っ
た

後
、
三
重
県
が
開
発
し
た
酒

米
「
神
の
穂
」
の
苗
を
手
で

丁
寧
に
植
え
た
。
合
間
に
は

雅
楽
部
に
よ
る
演
奏
も
あ

り
、辺
り
は
雅
な
雰
囲
気
に
。

手
植
え
後
は
中
森
一
樹
君

（
現
代
日
本
社
会
学
科
・
三

年
）
が
農
家
の
指
導
の
も
と

田
植
機
を
運
転
し
、
予
定
通

り
残
り
の
苗
を
す
べ
て
植
え

終
え
た
。
今
後
は
学
生
た
ち

が
定
期
的
に
水
田
を
訪
れ
、

稲
の
管
理
や
除
草
作
業
の
手

伝
い
を
し
な
が
ら
成
長
を
見

守
り
、
秋
の
収
穫
を
待
つ
。

な
お
、
日
本
酒
は
七
百
二
十

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
瓶
で
二
千
か

ら
二
千
六
百
本
の
生
産
を
見

込
ん
で
お
り
、
来
年
一
月
頃

か
ら
販
売
予
定
。

新たに5活動が加わり
より多彩に

平成28年度
ＣＬＬ活動の学生募集説明会を開催

　
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業

の
一
環
と
し
て
始
ま
っ
た
Ｃ

Ｌ
Ｌ（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー・ラ

ー
ニ
ン
グ・ラ
ボ
）活
動
。
学

生
が
三
市
五
町（
伊
勢
市・鳥

羽
市
・
志
摩
市
・
玉
城
町
・

度
会
町
・
大
紀
町
・
南
伊
勢

町・明
和
町
）の
方
々
と
地
域

の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ

の
活
動
に
は
今
年
度
新
た
に

五
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
加

わ
り
、
現
在
八
つ
の
活
動
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
学

生
募
集
説
明
会
が
四
回
開
催

さ
れ
、
の
べ
百
名
以
上
の
学

生
が
参
加
し
た
。

　
四
月
二
十
七
日
、
二
一
一

教
室
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た

第
一
回
説
明
会
に
は
「
産
学

官
連
携
日
本
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
「
皇
學
館
み
ら
い
対

話
団
」
が
登
壇
。
集
ま
っ
た

約
三
十
名
の
学
生
を
前
に
担

当
市
町
の
職
員
や
指
導
の
教

員
、
既
存
メ
ン
バ
ー
が
活
動

の
趣
旨
や
目
的
を
語
り
、
参

加
を
呼
び
掛
け
た
。
五
月
十

一
日
の
第
二
回
に
は
「
Ｔ
Ｍ

Ｍ
Ｆ
（
玉
城
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

モ
ン
ス
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
）実
行
委
員
会
」「
伊
勢
河

崎
商
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、同
月
十
八
日

の
第
三
回
に
は
「
伊
勢
お
も

て
な
し
ヘ
ル
パ
ー
」「
南
伊
勢

町
竃
集
落
の
歴
史
文
化
継
承

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、六
月
一
日

の
第
四
回
は
「
き
ら
り
志
摩

び
と
紹
介
番
組
放
送
事
業
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
あ
ば
ば
い

（
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
指
定

70
周
年
実
行
委
員
会
・
学
生

部
会
）」
が
説
明
を
行
っ
た
。

　
昨
年
度
参
加
し
た
学
生
か

ら
は
机
上
で
は
得
ら
れ
な
い

貴
重
な
経
験
が
で
き
た
と
好

意
的
な
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
地
域
の
活
性
化
に

向
け
、
意
欲
あ
る
学
生
の
参

加
を
期
待
し
た
い
。

英
で
伊
勢
を
Ｐ
Ｒ

　
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
を
前
に
欧

州
に
向
け
伊
勢
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し

よ
う
と
、
鈴
木
健
一
伊
勢
市
長
一

行
と
と
も
に
本
学
の
田
浦
雅
徳
国

史
学
科
教
授
が
訪
英
。
四
月
十
八

日
、
二
十
日
の
両
日
、
ロ
ン
ド
ン

の
日
本
大
使
館
な
ど
で
観
光
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
神
宮
や
海
女
な

ど
の
伝
統
文
化
の
紹
介
、
伊
勢
う

ど
ん
や
地
ビ
ー
ル
の
振
る
舞
い
の

ほ
か
、
本
学
の
歴
史
や
神
宮
、
伊

勢
市
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
あ

ゆ
み
な
ど
に
つ
い
て
田
浦
教
授
が

ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。

申
し
出
が
あ
り
、
明
和
町
の

旭
酒
造
も
加
わ
っ
て
産
学
官

連
携
に
よ
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
立
ち
上
が
っ
た
。

　
四
月
二
十
七
日
に
開
か
れ

た
本
学
、
明
和
町
等
と
の
共

同
記
者
会
見
で
清
水
潔
学
長

は
「
明
和
町
様
と
の
こ
れ
ま

で
の
実
績
の
上
に
新
た
な
連

携
事
業
が
成
立
し
た
こ
と
を

嬉
し
く
思
う
。
ま
た
、
産
業

界
を
含
め
た
連
携
は
今
回
が

初
め
て
で
、
協
力
各
社
の
方

方
に
は
誠
に
感
謝
に
堪
え
な

い
。
地
方
創
生
推
進
に
直
接

　
こ
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
は
本
学
と

伊
勢
市
と
の
包
括
連
携
協
定
に
基

づ
い
て
実
現
し
た
も
の
。
会
場
に

は
日
本
文
化
に
詳
し
い
英
国
人
識

者
や
観
光
関
係
者
ら
二
日
間
で
の

べ
百
八
十
名
ほ
ど
が
集
ま
り
、
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
「
こ
れ
ほ
ど
興
味

深
い
日
本
文
化
に
関
す
る
イ
ベ
ン

ト
は
初
め
て
」「
今
年
中
に
伊
勢
を

訪
れ
た
い
」
と
い
っ
た
回
答
が
寄

せ
ら
れ
る
な
ど
好
評
を
博
し
た
催

し
と
な
っ
た
。

貢
献
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
機

会
と
い
う
こ
と
で
、
確
か
な

成
果
を
上
げ
た
い
」と
語
り
、

現
場
で
中
心
と
な
っ
て
学
生

を
率
い
る
教
育
開
発
セ
ン
タ

ー
の
千
田
良
仁
准
教
授
は
米

作
り（
生
産
）、
酒
造
り（
加

工・醸
造
）、
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ

ン
や
販
路
の
開
拓
を
含
め
た

日
本
酒
販
売（
流
通・マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
）
と
い
う
六
次
産

業
化
の
実
践
を
通
じ
て
、
地

域
活
性
化
に
資
す
る
人
材
を

育
て
た
い
と
話
し
た
。

　
明
和
町
の
中
井
幸
光
町
長

は
「
特
産
品
の
一
つ
と
し
て

世
に
出
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
育
て
た
い
」と
語
り
、

「
町
と
し
て
も
観
光
、地
場
産

業
の
育
成
に
産
官
学
で
取
り

組
む
の
は
今
回
が
初
。
こ
れ

が
一
つ
の
ベ
ー
ス
（
モ
デ
ル

事
業
）に
な
る
の
で
は
」と
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
を
語

り
、
朝
倉
正
浩
企
画
担
当
係

長
も
「
単
な
る
行
政
と
大
学

と
の
連
携
で
は
な
く
、神
宮
、

神
道
と
縁
の
深
い
皇
學
館
大

学
だ
か
ら
こ
そ
実
現
し
た
企

画
」
と
期
待
を
込
め
た
。

田浦教授が

■伊
■勢
■志
■摩
■サ
■ミ
■ッ
■ト

英
国
公
式
プ
レ
ス
訪
問
団
と
の
交
流
会
を
開
催

　
五
月
二
十
六
日
午
後
、
伊

勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の
取
材
の

た
め
、
英
国
の
デ
ー
ヴ
ィ
ッ

ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
ら
と

共
に
来
日
し
た
公
式
プ
レ
ス

一
行
二
十
二
名
（
政
府
関
係

者
七
名
含
）が
来
学
し
た
。

　
当
日
は
サ
ミ
ッ
ト
に
よ
る

交
通
規
制
の
影
響
に
よ
り
学

校
閉
鎖
日
で
あ
っ
た
が
、
特

別
に
編
成
し
た
教
職
員
・
学

生
合
わ
せ
総
勢
七
十
名
が
一

行
を
迎
え
入
れ
た
。
祭
式
教

室
で
の
交
流
会
で
は
ま
ず
冒

頭
に
河
野
訓
副
学
長
が
歓
迎

の
挨
拶
を
行
い
、
本
学
と
英

国
と
の
交
流
等
に
つ
い
て
述

べ
た
。
続
い
て
行
わ
れ
た
本

学
雅
楽
部
に
よ
る「
蘭
陵
王
」

の
演
舞
に
一
行
は
興
味
津
々

で
、
急
遽
撮
影
カ
メ
ラ
を
回

す
光
景
も
見
ら
れ
た
。ま
た
、

演
舞
終
了
後
の
懇
談
で
は
本

学
学
生
と
の
英
語
で
の
交
流

を
楽
し
ん
だ
。

　
一
行
の
ひ
と
り
、
英
国
大

使
館
一
等
書
記
官
の
グ
レ
イ

ア
ム
・
ネ
ル
ソ
ン
氏
は
「
雅

楽
の
演
舞
は
圧
巻
だ
っ
た
。

本
国
で
は
決
し
て
体
験
で
き

な
い
も
の
だ
。
英
国
で
は
日

本
ブ
ー
ム
が
定
着
し
て
お

り
、
サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
に
、

伊
勢
志
摩
に
も
注
目
が
集
ま

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

と
感
想
を
述
べ
た
。

　
な
お
、
本
学
雅
楽
部
は
四

月
二
十
七
日
に
サ
ミ
ッ
ト
開

催
地
調
査
の
た
め
に
来
日
し

た
英
国
政
府
先
遣
隊
の
三
重

県
主
催
歓
迎
会
の
場
で
も

「
蘭
陵
王
」
を
披
露
し
て
お

り
、
今
回
が
二
回
目
の
公
演

と
な
っ
た
。
雅
楽
部
委
員
長

の
阿
竹
健
二
君
（
神
道
学
科

三
年
）は
、「
欧
米
の
皆
さ
ん

の
前
で
二
度
も
公
演
し
た
こ

と
は
雅
楽
部
史
上
、
初
め
て

の
こ
と
だ
っ
た
。
非
常
に
反

応
が
よ
く
て
、安
心
し
た
。入

念
に
準
備
を
し
て
き
た
甲
斐

が
あ
っ
た
」と
振
り
返
っ
た
。

祭
式
研
究
部
と
雅
楽
部
に
よ
り

執
り
行
わ
れ
た
御
田
植
祭

松幸農産の管理下のもと20センチほどに成長した苗を、地域インターンシップ
及びCLL活動として参加した学生13名が植えた

明和町では斎宮にまつわる取組みが昨年 4 月に文化庁
より日本遺産として認定されたことから、特産品・土産
物などの開発を進めており、地方創生加速化交付金を
このプロジェクトに充てる。予算は2500万円。なお、次
年度以降も同事業を継続して進めていくという

スピーチを行う田浦教授

説明に耳を傾ける学生たち

【5月26日】祭式教室で行われた雅楽部による「蘭陵王」の演舞

【4月27日】三重県主催歓迎会（賢島・宝生苑）にて

2皇 學 館 学 園 報平成２8年6月２0日� 第6２号　（� ）



大田　勲さん　株式会社大田酒造 代表取締役
国史学科 第２１期（昭和６１年 ３ 月）卒

皇
學
館
大
学

新
任
教
職
員
紹
介

こ
の
春
か
ら
新
た
に
加
わ
っ
た
教
職
員
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

●❶
出
身
地
・
経
歴
等
　
●❷
趣
味
・
特
技
等
　
●❸
座
右
の
銘
　
●❹
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ

文
学
部
神
道
学
科
准
教
授

�

板ば
ん

東ど
う 
洋よ

う

介す
け

❶
兵
庫
県
❖
東
京
大
学
文
学

部
で
哲
学
、
同
大
学
院
で
日

本
倫
理
思
想
史
を
学
ん
だ

後
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別

研
究
員
な
ど
を
経
て
現
職

❷
料
理
、水
泳�

❸
原
始
反
終

❹
軽
輩
な
が
ら
、
本
学
准
教

授
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
一

刻
も
早
く
諸
々
の「
見
習
い
」

が
肩
書
き
か
ら
と
れ
る
よ

う
、精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
助
教�

桐き
り

村む
ら

　
喬た

か
し

❶
大
阪
府
❖
立
命
館
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程

後
期
課
程
修
了
。
前
東
京
大

学
空
間
情
報
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
助
教
　
❷
旅
行
　�

❸
焦

ら
ず
ゆ
っ
く
り
　
❹
情
報
を

適
切
に
扱
い
、
効
果
的
に
用

い
る
力
を
学
生
に
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
学
部
神
道
学
科
助
手

�

田た

井い 

健け
ん

治じ

❶
岡
山
県
❖
皇
學
館
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
博
士
前
期

課
程
神
道
学
専
攻
修
了

❷
ド
ラ
イ
ブ
、
書
道

❸
力
な
き
正
義
は
無
力
な
り
、

正
義
な
き
力
は
暴
力
な
り

❹
再
び
ご
縁
を
い
た
だ
い
た

こ
の
学
舎
で
、
皆
さ
ん
と
一

緒
に
日
々
成
長
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

教
育
学
部
教
育
学
科
教
授

�

駒こ
ま

田だ 

聡あ
き

子こ

❶
三
重
県
❖
三
重
大
学
大
学

院
医
学
研
究
科（
博
士
課
程
）

修
了
。高
田
短
期
大
学
、岐
阜

聖
徳
学
園
大
学
を
経
て
現
職

❷
簡
単
料
理
創
作
、
写
真
、

プ
チ
旅
行

❸
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ

と
　
　
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
素

材
か
ら
作
っ
た
料
理
を
食
べ

る
こ
と
が
健
康
と
学
力
に
結

び
付
く

❹
最
終
目
的
を
め
ざ
し
、
積

極
的
に
学
び
ま
し
ょ
う
。
衣

食
住
、
そ
の
他
悩
ん
だ
と
き

は
研
究
室
に
来
て
く
だ
さ
い
。

教
育
学
部
教
育
学
科
助
教

�

小お

幡ば
た 

章し
ょ
う

子こ

❶
愛
知
県
❖
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

清
心
女
子
大
学
大
学
院
人
間

生
活
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
修
了
。
前
カ
タ
リ
ナ
大
学

短
期
大
学
部
助
教

❷
水
泳
、
旅
行

❸
ト
ラ
ブ
ル
は
チ
ャ
ン
ス
!

❹
皆
様
か
ら
学
び
、
よ
い
教

員
に
な
れ
る
よ
う
一
生
懸
命

が
ん
ば
り
ま
す
。

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

神
道
研
究
所
助
手

�
小こ

林ば
や
し

　
郁か

お
る

❶
三
重
県
❖
皇
學
館
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
博
士
前
期

課
程
国
史
学
専
攻
修
了
、
同

後
期
課
程
中
退

❷
音
楽
鑑
賞
、
博
物
館
め
ぐ

り
、
イ
ラ
ス
ト
を
描
く

❸
努
力
は
決
し
て
裏
切
ら
な

い
　
❹
学
ぶ
心
を
忘
れ
ず
に
、
仕

事
を
通
じ
て
さ
ら
に
自
分
を

高
め
て
い
け
る
よ
う
、
日
々

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
生
支
援
部

入
試
担
当
書
記
補

�

井い
の

上う
え

　
宗た

か
し

❶
兵
庫
県
❖
立
命
館
大
学
経

皇
學
館
高
等
学
校
・
中
学
校

高
等
学
校
常
勤
講
師

�

上う
え

野の 

章の
り

夫お

❶
三
重
県
❖
前
伊
勢
高
等
学

校
教
諭

❷
将
棋

❸
日
々
の
努
力
は
必
ず
実
る

❹
生
徒
の
皆
さ
ん
が
有
意
義

な
高
校
生
活
を
送
り
、
進
路

目
標
が
実
現
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

高
等
学
校
常
勤
講
師

�
出で

口ぐ
ち 

大だ
い

貴き

❶
三
重
県
❖
日
本
体
育
大
学

卒❷
魚
釣
り
、
ゴ
ル
フ
、
陸
上

競
技
指
導

❸
初
志
貫
徹

❹
体
育
教
員
ら
し
く
、
元
気

と
笑
顔
を
大
切
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
等
学
校
常
勤
講
師

�

堀ほ
り

山や
ま 

玄げ
ん

太た

❶
三
重
県
❖
天
理
大
学
体
育

学
部
卒
。
津
市
立
中
学
校
教

員
を
経
て
現
職

❷
ゴ
ル
フ
、
野
球

❸
継
続
は
力
な
り

❹
今
年
か
ら
お
世
話
に
な
り

ま
す
。
今
ま
で
と
違
う
環
境

で
す
の
で
新
た
な
気
持
ち
で

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

高
等
学
校
常
勤
講
師

�

前ま
え

川か
わ 

航こ
う

希き

❶
三
重
県
❖
皇
學
館
高
等
学

校
卒
、
大
阪
教
育
大
学
教
育

学
部
卒

❷
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン

❸
夢
は
逃
げ
な
い
。
逃
げ
る

の
は
い
つ
も
自
分

❹
皇
學
館
高
等
学
校
の
卒
業

生
と
し
て
、
本
校
で
学
ぶ
生

徒
の
見
本
と
な
れ
る
よ
う
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

高
等
学
校
常
勤
講
師

�

宮み
や

岸ぎ
し 

良り
ょ
う

次じ

❶
兵
庫
県
❖
同
志
社
大
学
経

済
学
部
卒
。
元
大
阪
私
立
高

等
学
校
教
員

❷
サ
ッ
カ
ー
観
戦
、
フ
ッ
ト

サ
ル

❸
誠
心
誠
意

❹
生
徒
の
成
長
に
貢
献
で
き

る
よ
う
精
い
っ
ぱ
い
努
力
し

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

中
学
校
常
勤
講
師

�

中な
か

野の

　
黎れ

い

❶
三
重
県
❖
三
重
大
学
卒

❷
少
林
寺
拳
法

❸
不
楽
本
座

❹
本
年
度
か
ら
中
学
理
科
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
精
い
っ
ぱ
い
尽
力
に
努

め
ま
す
。

済
学
部
卒
。
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ

ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
留
学

❷
陸
上
競
技
、
コ
ー
ヒ
ー
、

旅
行
、
写
真
、
映
画
鑑
賞

❸
未
来
を
信
じ
、
未
来
に
生

き
る（
末
川
博
）

❹
持
ち
前
の
行
動
力
を
活
か

し
、
大
学
に
新
し
い
風
が
吹

き
抜
け
る
よ
う
尽
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
!!

学
生
支
援
部

入
試
担
当
事
務
嘱
託
職
員

�

板い
た

垣が
き 

史し

郎ろ
う

❶
大
阪
府
❖
皇
學
館
大
学
国

史
学
科
卒
。
奈
良
県
立
高
等

学
校
の
国
語
教
諭
、
奈
良
県

知
事
部
局
、
教
育
委
員
会
事

務
局
、特
別
支
援
学
校
教
頭・

校
長
、
県
立
高
校
校
長
を
経

て
現
職

❷
登
山
、
釣
り
、
読
書
、
セ

ー
リ
ン
グ
等
々

❸
一
隅
を
照
ら
す

❹
こ
の
度
ご
縁
が
あ
り
、
本

学
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く

　
四
月
十
八
日
、
十
九
日
の
両
日
、
皇
學
館

大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
で
は
学
内
で
熊

本
地
震
へ
の
募
金
活
動
を
行
い
、
八
万
八
百

九
円
を
日
本
赤
十
字
社
に
寄
付
し
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
で
は
、
東
北
大
震
災
や
ネ

パ
ー
ル
地
震
等
が
発
生
し
た
際
に
も
募
金
活

動
を
実
施
し
て
お
り
、
今
回
の
募
金
活
動
で

四
回
目
と
な
る
。

　
募
金
に
あ
た
っ
て
は
事
前
に
ツ
イ
ッ
タ
ー

や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
学
生
向
け
に
告
知
。

「
少
し
だ
け
ど
、

力
に
な
れ
ば
」

と
言
っ
て
募
金

し
て
く
れ
る
学

生
や
、
封
筒
に
支
援
金
を
入
れ
て
手
渡
し
て

く
だ
さ
る
教
職
員
の
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
。
熊
本
地
震
は
国
内
で
発
生
し
た
大
規
模

な
地
震
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
募
金
活
動
に

参
加
す
る
学
生
も
多
か
っ
た
。
今
後
も
学
生

と
し
て
で
き
る
こ
と
を
続
け
て
い
き
た
い
。

こ
と
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

附
属
図
書
館
事
務
嘱
託
職
員

�

北き
た

川が
わ 

靖や
す

執し

❶
三
重
県

❷
日
曜
大
工
、
レ
ト
ロ
骨
董

品
集
め
　
❸
一
日
一
善

❹
慣
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で

皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

附
属
図
書
館
事
務
嘱
託
職
員

�

森も
り

本も
と 

紋あ
や

菜な

❶
三
重
県
　
❷
写
真
撮
影

❸
初
心
を
忘
れ
な
い
!

❹
学
生
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
よ
う
、
附
属
図
書
館

で
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

　
こ
の
度
の
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
本
学
の
教
育
・
研
究
活
動
に
対
し
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
神
社
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
甚
大
な
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し

た
こ
と
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
学
で
は
一
日
も
早
い
復
興
を
願

い
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。�

学
校
法
人
皇
學
館

平
成
二
十
八
年 

熊
本
地
震

約
八
万
円
を
寄
付

皇
學
館
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

　
み
な
さ
ん
、
日
本
酒
は
好
き
で
す
か
。

　
と
い
う
の
も
私
は
、
現
在
伊
賀
市
で
清

酒「
半
蔵
」と
い
う
銘
柄
で
酒
造
業
を
営
ん

で
お
り
ま
す
。
じ
つ
は
、
私
が
造
り
酒
屋

の
息
子
で
は
な
く
、
家
内
の
実
家
の
家
業

で
す
。
そ
れ
ま
で
の
仕
事
は
三
重
県
警
察

の
科
学
捜
査
研
究
所
に
勤
務
し
て
い
ま
し

た
の
で
ま
っ
た
く
商
売
と
は
無
縁
で
し
た
。

　
縁
あ
っ
て
私
が
家
内
の
実
家
を
継
い
だ

こ
ろ
の
こ
の
業
界
は
、
安
い
お
酒
を
多
く

売
る
と
い
う
薄
利
多
売
が
横
行
す
る
時
代

で
、
私
の
蔵
も
普
通
の
お
酒
を
販
売
す
る

一
般
的
な
蔵
で
し
た
が
、
価
格
で
は
大
手

に
は
か
な
わ
ず
、
景
気
が
悪
く
な
り
量
も

売
れ
な
く
な
り
、
さ
ら
に
父
が
他
界
し
て

製
造
計
画
の
立
て
方
も
原
料
の
手
配
も
分

か
ら
ず
、
こ
の
先
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
厳
し
い
経
営

状
況
か
ら
脱
却
で
き
な
い
と
、
純
米
酒
や

吟
醸
酒
と
い
っ
た
高
級
酒
路
線
に
切
り
替

え
、
販
売
先
も
問
屋
だ
け
に
頼
る
の
で
は

な
く
、
東
京
、
大
阪
な
ど
の
百
貨
店
や
地

酒
専
門
店
な
ど
の
販
売
網
を
増
や
し
て
い

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
こ
数
年
は
輸
出

も
順
調
に
伸
び
て
い
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
の
世
界
で
も
そ
う
で
す
が
、
不
安
を

感
じ
た
ら
何
か
を
変
え
て
み
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
と
く
に
私
は
外
か
ら

来
た
人
で
す
の
で
、
既
成
概
念
に
こ
だ
わ

る
こ
と
な
く
、
そ
の
時
感
じ
た
こ
と
を
率

直
に
や
っ
て
み
た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
冷
静
に
外
か
ら
自
分
を
見
る
目

が
大
事
で
す
。
今
で
も
こ
の
や
り
方
で
い

い
の
か
、
も
っ
と
変
え
て
い
け
ば
前
に
進

む
の
で
は
な
い
の
か
と
試
行
錯
誤
し
て
い

ま
す
。
私
の
前
職
場
で
は
真
実
は
一
つ
で

す
が
、
商
売
や
人
生
は
答
え
を
一
つ
に
絞

ら
ず
、
そ
の
時
々
で
考
え
て
い
け
ば
い
ろ

ん
な
道
が
開
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
た

び
開
催
さ
れ
ま
し
た
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト

の
ワ
ー
キ
ン
グ
デ
ィ
ナ
ー
に
お
い
て
、
弊

社
の
商
品
「
純
米
大
吟
醸 

半
蔵
」
が
乾
杯

酒
と
し
て
Ｇ
７
首
脳
の
盃
に
注
が
れ
る
と

い
う
最
高
の
名
誉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
重
で
生
ま
れ
、
三
重
で
学
ん
だ
私
に
と

っ
て
、
最
高
の
ご
褒
美
と
な
り
ま
し
た
こ

と
を
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

卒 業 生 奮 闘 中 ！
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K o g a k k a n  U n i v e r s i t y

参 加 無 料  予 約 不 要

「学校」見学ＤＡＹ
７月9日（土）　13：00～16：00

「大学祭」同時開催ＤＡＹ
10月29日（土）　10：30～15：30

O P E N
C a m p u s 2016

友達追加で、
大学の最新
情報をGet！

［入試担当］〒516-8555 三重県伊勢市神田久志本町1704
TEL 0 5 9 6 - 2 2 - 6 3 1 6 皇学館 検索

未来へつなぐ日本のこころ LINE受験生サイト▶
［Campus view］

http://kogakkan-u.
ac.jp/campusview
※機種により読み取れない
　可能性もあります。

皇學館大学の
学びの雰囲気を
体験できる一日

［学び］
体験
ＤＡＹ 7/10・8/7

10：30
〜

15：30

●日

未
来
の
わ
た
し
に

会
い
に
行
こ
う

未
来
の
わ
た
し
に

会
い
に
行
こ
う

平成２７年度フィールドワーク日程一覧� ※ ２・３月実施分
学部 引率教員 行き先 日　程
国　内

文 木村　徳宏 九州 ３ /２２㈫〜２５㈮

教育

小孫　康平 九州（大分・長崎・福岡） ３ / ８ ㈫〜１１㈮
中松　　豊 東京・小笠原諸島（父島） ３ / ６ ㈰〜１３㈰
深草　正博 沖縄（石垣島・竹富島・那覇等） ３ / ４ ㈮〜 ７ ㈪
吉田　直樹 沖縄（石垣島・西表島・那覇等） ３ / ４ ㈮〜 ７ ㈪
野々垣明子 沖縄（石垣島・西表島・那覇等） ３ / ４ ㈮〜 ７ ㈪
井上　兼一 東京 ３ / ７ ㈪〜１０㈭
中條　敦仁 鳥取県・島根県 ３ / ７ ㈪〜１１㈮
山本　智子 長崎 ３ / ７ ㈪〜１０㈭
渡邊　　毅 沖縄・宮古島 ３ / ６ ㈰〜 ９ ㈬
佐藤　武尊 東京・横浜 ３ / ９ ㈬〜１２㈯

現日

新田　　均 
遠藤　　司 東京都内 ２ /２２㈪〜２５㈭

山路　克文 沖縄本島 ２ /２２㈪〜２５㈭
灰谷　和代 沖縄本島 ２ /２２㈪〜２５㈭
鵜沼　憲晴 三重県内（松阪・四日市・志摩） ３ / ９ ㈬〜１１㈮

海　外

教育

小木曽一之
加藤茂外次 カナダ・バンクーバー ３ / ４ ㈮〜 ８ ㈫

豊住　　誠
吉田　明弘 シンガポール ３ / ４ ㈮〜 ７ ㈪

中村　哲夫
市田　敏之 グアム ３ / ４ ㈮〜 ８ ㈫

渡邉　賢二
元塚　敏彦 グアム ３ / ７ ㈪〜１１㈮

梶　　美保
高橋摩衣子 パラオ ３ /１０㈭〜１４㈪

片山　靖富
杉野　裕子 カナダ・バンクーバー ３ / ７ ㈪〜１１㈮

教育
現日

叶　　俊文 
榎本　悠孝 グアム ３ / ４ ㈮〜 ７ ㈪

　伊勢志摩サミットに向けて、社会科で「サミット学習」を行った。授業では一人ひとりが各国の代表となり、それぞれの
視点から「気候変動・エネルギー」・「女性」・「保健」といった実際のサミットで議論されるテーマについて調べ、討議を通
じてクラス宣言を創った。今回は ３年生の「 ３ A・３ Bサミット」の様子と生徒の感想を掲載する。�（社会科教諭・奥村　裕）

納得のいく話し合いが大切
３ 年A組　西 井 千 湖

　普段ニュースを見ているけれど、いざ討論となると、
それを上手く引き出すことができなかった。こういうと
きのためにも、ニュースに深く目を向けることが必要だ
と思った。
　解決策についての討論では、自分なりの意見を明確に
伝えようと工夫した。私は普段、発言が少ない方だが、
３ Aサミットを通じて、自分の考えを皆に発表し、また
他人の考えも尊重し、自分たちが納得のいくように話し
合いをすることが大切だと思った。小さなサミットだが、
自分のあり方についても考え直せた。

意見の違いをまとめる難しさを実感
３ 年B組　山 本　 怜

　今回のサミット学習を通じて、サミットがどのように
行われているのかが分かった。しかし、クラスの中でサ
ミットをしてみて、予想以上にそれぞれの国の意見が違
い、まとめることが難しかったので、実際のサミットは
もっと意見の食い違いがすごいのだろうなと思った。
　各国の首脳たちには、しっかりと問題に対する解決策
を見つけてほしいと思った。

神職となるための学びができた
参拝見学

神道学専攻科　紀ノ崎　 剛

　平成２８年 ５ 月 ７ 日から ８日にかけて、私たち専攻科は、
担任の岡田登先生と石井世津子神職養成担当員の引率に
より、京都、奈良の神社を参拝した。初日は、石上神宮・
大神神社・橿原神宮・休ヶ岡八幡宮・東大寺・春日大社
と参拝した。石上、大神では古代祭祀の原風景を感じ、
橿原では明治政府が国民国家を希求するにあたり、民族
の原点回帰の強い指向性を見た。休ヶ岡ではその指向性
から派生した、神仏分離を逃れた薬師寺の神仏習合の姿
を、東大寺と春日大社では仏教勢力と藤原氏の強大であ
ったであろう権勢を想像した。
　 ２日目は伏見稲荷、松尾大社、北野天満宮、上賀茂神
社、吉田神社、平安神宮、八坂神社を参拝した。伏見で
は現代まで続く全国的な稲荷信仰の奥深さを感じ、松尾
では半島から帰化した人々がこの地に辿り着き、この地
の産土を一族の総氏神と仰いだロマンを感じた。北野で
は御霊信仰に発展し学業の神様として転換する民衆の畏
敬の知恵を思い、上賀茂では平安京守護の北の要として
桓武天皇の大御心を感じ、吉田神社では神宮と神祇官を
その野心の目的とした兼倶の斎場所大元宮を見た。平安
神宮と八坂神社では京の町衆の心意気と神仏習合時代の
町衆の疫病などに対する畏れに思いをめぐらした。大神・

大学フィールドワーク

中学校伊勢志摩サミット授業

　広大な敷地の大学の一角にある UBC人類学博物館も
見せてもらった。カナダだけでなく、アジア・欧米などあ
らゆる地域から収集された人類史や文化に関連する展示
が充実しており、さまざまな文化に触れることができた。
　英語の学習では机の上での学習も重要だが、本物を体
験しておくことも必要であるように、実際に見て体感す
ることが大切だとわかった。アンケートにしても現地の
学生さんに直に聞くことで、記入してもらったこと以上
の情報を表情などから得られた。さまざまなことを経験
できた今回のフィールドワークは、ゼミ生にとって実り
あるものになったと感じている。これからのゼミ活動に
も生かしていきたい。

松尾の両社では正式参拝をさせていただいた。
　 ２日間、大変な強行軍であった。しかし、天候には恵
まれ、連休明けの所謂五月病になるヒマも無かった。各
神社には皇學館出身で奉職されておられる先輩のそれぞ
れの一所懸命の姿があった。岡田先生は、「神がいての人
であり、人あっての神であり、また、奉職する神職は、
氏子のみなさんや崇敬者に対して、その神社の由緒を祭
祀や歴史、考古学的な視点からも語られるようにあらね
ばならない」と言われた。今まで何気なく参拝してきた
神社であるが、今回の参拝見学で、これからは次元の違
う参拝ができ、神職となるための学びができたことは確
実である。

　　　　　　　　　　　近代的な街を背景にした美しい港

松尾大社にて

サ
ミ
ッ
ト
学
習
で
の
生
徒
発
表
の
様
子
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学びの深化と進化
フィールドワーク・遠足・伊勢志摩サミット授業報告

大学・高等学校・中学校においてフィールドワーク及び遠足、伊勢志摩サミット授業が実施された。五感を通して体に
しみ込んだ学びは何にも代えがたく、未来へ飛躍するための土台となるもの。以下に学生・生徒の感想を紹介する。

非日常から日常へ
１ 年 ７ 組　尾 間 彩 葉

　入学式から ２週間経たないうちに、私たちは鈴鹿サー
キットへ遠足に行った。まだ高校生活に慣れておらず、
友だちもそれほどできていない状態だったので、かなり
緊張しながらの出発だった。私たちのクラスはバスの中
で校歌と応援歌を歌い、一人ずつ自己紹介をした。皆で
元気に声を出して熱唱できたので、団結が強まったと思
った。自己紹介では、皆の意外な一面を知ることができ
てよかった。そしてこのクラスで １年間過ごすと思うと
徐々に楽しみになっていった。
　園内は空いていたので、たくさんのアトラクションに
乗ることができた。遊園地に行くのは随分久しぶりだっ
たのでとてもはしゃげて楽しかった。昼食は普段食べる
ことができない珍しいものを売店で買って食べた。
　入学以来、毎日が初めてのことばかりだった。今回の
「遠足」という非日常は、新しい友だちと高校最初の思い
出を作ることができ、これからの高校生活を「日常」と
する絶好の機会となった。

道徳・歴史教育の必要性を
肌で感じる
渡邉毅ゼミ � 教育学科 ３年　溝 口 哲 志
　 ３月 ６日から ９日にかけ、我々道徳教育ゼミは研究旅
行で宮古島と沖縄本島を訪れた。気温は暖かく緑豊かな
木々と青く澄み渡った海が広がり、市街は多くの観光客
で賑わっていた。豊かな自然に触れ、また現地の人々と
も交流することができ観光も満喫できた。
　この旅行で我が国には命がけで外国人を助けた誇らし
い歴史があることを知った。我々の訪れた『うえのドイ
ツ村』では、宮古島の人々によるドイツ商船ロベルトソ

新しい友と過ごした充実の時間
２ 年 ６ 組　田 中 華 帆

　私たちの学年はスペイン村に行った。私のクラスは文
系と理系の人が混じっている文理混合クラスで教室を移
動する授業が多く、全員で一緒に受ける授業が少ない。
自ずとクラスの人たちと話す機会が少ないため、この遠
足を楽しめるかどうか少し不安だった。でも、スペイン
村に着いてクラスの集合写真を撮るのを待っているとき
に何人かのクラスの人と話ができ、楽しめそう、いや、
このメンバーで楽しもうと思った。自由行動のとき、ク
ラスが分かれてあまり話さなくなった人や、校舎が違う
ので普段はあまり話さない特進の人や六年制の人とも喋
れたのでとても楽しい一日になった。私はスペイン村に
遠足に行ったのは小学校、中学校に続いてこれが ３回目
だった。しかし ３回とも一緒に行動した人が異なり、乗
り物も違い、自由時間の長さも変わっていて、同じスペ
イン村でも楽しみ方はいろいろあるのだと思った。帰路
のバスに乗っている時間はとても短く感じ、一日が終わ
るのも早く感じたくらいにとても充実した遠足にするこ
とができた。

実際に見て体感することが大切
杉野裕子ゼミ � 教育学科 ３年　武 田 紗 季

　私たち算数ゼミは、約１０時間のフライトを経てカナダ・
バンクーバーに到着した。バンクーバーは日本との時差
が１６時間。面積は１１５平方キロメートルとブリティッシュ
コロンビア州最大の都市である。旅行中に訪れたスタン
レーパークはビーチを囲む緑や、 ９つのトーテンポール
があり、景色を楽しみながらサイクリングやランニング、
ウォーキングや散歩ができる市民のための公園となって
いる。一方で、高層のビルやお店が立ち並ぶダウンタウ
ンやギャスタウンのような場所も存在する。自然の豊か
さと都会らしさの両方を兼ね備えた美しい街だ。
　今回のフィールドワークで英語を話せることの大切さ
を痛感した。国外へ出るということは、視野を広げるた
めにも、実際の英語環境に触れられるという点でもいい
ことである。幸運にも私たちは、ある一人のゼミ生のお
かげでより貴重な経験を得ることができた。 ２日目に訪
れたブリティッシュコロンビア大学（UBC）で、現地の大
学生に算数・数学を学ぶ意義についてアンケートをとる
ことができたのである。ゼミ生全員で手分けして、卒業
論文の資料のためのアンケートをお昼休憩中の学生さん
たちに英会話でお願いした。同年齢くらいの学生さんと
日本とカナダの大学について話すこともできた。

記憶に残る観覧車の思い出
３ 年１０組　中 川 栞 菜

　「ナーツィーゴンヤー !」友人が観覧車の中で急に叫ん
だ。ライオンキングの第一声らしい。私は高所でテンシ
ョンが上がりすぎた友人の突然の行動に不意をつかれて
大笑いした。もはや観覧車からの景色はそっちのけで、
それが何の台詞であるのかその友人が熱心に語っていた
のもまた面白かった。日本一の高さを誇るジェットコー
スターなどさまざまなアトラクションがあるナガシマス
パーランドに行ったのに、思い出すのは観覧車かとツッ
コミが入りそうな気もするが、記憶に残るのは案外こう
いう場面だったりする。帰り道の電車で一人、元ネタの
動画を見て笑いを必死にこらえたのもいい思い出だ。
　私たちはいよいよ受験生となり、高校生活も残り １年
を切った。何もかも『最後』と名の付く行事の中で、今
回の遠足もまた将来きっと笑い話として花を咲かせてく
れると思う。そんな未来を期待しながらそれぞれの夢に
向かってこれからの残りの日々を過ごしていきたい。

高等学校春の遠足 4月20日水

大学フィールドワーク
ン号の救出劇について学べることができた。高波の中、
勇敢に漂流する人たちを救出し、その後も村では簡易宿
泊小屋が村人により作られ、病人、負傷者の手当てが行
われ、彼らが故郷に帰れるまで手厚く保護した話を聞き
感銘を受けた。さらに当時のドイツ皇帝から博愛記念碑
が贈呈されたことにも驚いた。
　このように人気観光地として知られ誇らしい歴史を持
つ沖縄だが、かつては大東亜戦争時に本土決戦が行われ、
数多くの命が失われた地でもある。そのため我々は戦争
時に縁のあった旧海軍司令部壕を訪れた。壕の工事はす
べて手作業で行われていたそうで、壁を見ると手で掘っ
た跡が見られた。手榴弾による自決が行われたという幕
僚室の壁にはその際飛び散った破片の跡があった。壕内
を見学することにより、普段では感じることのできない
当時の人々の苦労や気持ちを自らの肌で感じることがで
きた。
　ほかにも、自らの危険を顧みず自国のために海を渡っ
た久松五勇士や、不発弾処理や離島の急患を助けるため
日夜働く自衛隊員の話も聞くことができた。
　フィールドワークを通して、私は現在注目されていな
い日本人の活躍や功績等を見直し、道徳教育や歴史教育
を通して子どもたちに伝えることが大切だと思った。そ
れがやがて、子どもたちが自国に対し愛国心や誇りを持
ち、日本の発展にも繋がるのだ。教科化が実現した道徳
教育について我々が考えなければならない課題は多い。

沖
縄
の
聖
地

斎
場
御
嶽
に
て

仲
良
し
グ
ル
ー
プ
で
一
枚
!クラス毎に集合写真を撮影

アトラクション前で
友人たちと
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皇高 N E W S

皇中 N E W S

　
　

皇
學
館
中
学
生
と
し
て
の
第
一
歩

対
面
式
・
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ス
カ
イ
プ

Skype

を
活
用
し
実
践
力
を
養
う

写真部4名の作品が
サミット歓迎用行

あ ん

灯
ど ん

に

歴
史
に
新
た
な
一ペ
ー
ジ

新
入
生
対
面
式

保
護
者
会
・
後
援
会
の
総
会
開
催

皇
中
生
と
し
て
頑
張
り
た
い

一
年
Ｂ
組　

近
藤
智
郁

た
め
に
な
っ
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

一
年
Ａ
組　

里
中
李
帆

　
私
は
四
月
二
十
五
日
、
二
十
六

日
の
二
日
間
、ジ
ュ
ニ
ア・サ
ミ
ッ

ト
参
加
者
の
体
験
・
交
流
行
事
に

お
い
て
世
話
役
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
桑
名
市
の
ナ
ガ
シ
マ

リ
ゾ
ー
ト
に
集
合
。
各
国
の
参
加

者
は
私
と
ほ
ぼ
同
じ
年
齢
な
の
に

と
て
も
大
人
っ
ぽ
く
見
え
、
緊
張

し
ま
し
た
。
伊
勢
に
向
か
う
バ
ス

の
車
内
で
伊
勢
市
や
内
宮
に
つ
い

て
質
問
さ
れ
た
と
き
は
、
事
前
に

調
べ
て
あ
っ
た
の
で
英
語
で
説
明

で
き
ま
し
た
。
内
宮
を
参
拝
し
た

際
、
各
国
の
参
加
者
か
ら
宇
治
橋

や
手
水
舎
、
正
殿
に
つ
い
て
尋
ね

ら
れ
た
と
き
も
英
語
で
答
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
総
合
学
習
で

勉
強
し
た
こ
と
や
神
宮
参
拝
の
経

験
が
と
て
も
役
に
立
っ
た
と
思
い

　
写
真
部
の
部
員
四
名
の
作
品
が

Ｊ
Ｒ
伊
勢
市
駅
前
広
場
に
設
置
さ

れ
た
サ
ミ
ッ
ト
歓
迎
用
の
行
灯
に

採
用
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
十

二
月
に
伊
勢
市
か
ら
依
頼
を
受
け

た
三
重
県
高
等
学
校
写
真
連
盟
の

呼
び
か
け
に
応
じ
た
も
の
。
本
校

写
真
部
か
ら
夫
婦
岩
や
内
宮
、
外

宮
の
佇
ま
い
な
ど
三
十
二
点
の
作

品
を
提
出
し
た
結
果
、
佐
藤
優
さ

ん（
三
年
九
組
）、
坂
中
奈
波
さ
ん

（
二
年
七
組
）、田
畑
舞
香
さ
ん（
二

年
七
組
）、
上
野
祐
生
君（
二
年
八

組
）の
作
品
が
選
ば
れ
た
。

　
行
灯
は
三
月
二
十
六
日
か
ら
サ

ミ
ッ
ト
最
終
日
の
五
月
二
十
七
日

ま
で
点
灯
。
坂
中
さ
ん
は
「
自
分

の
作
品
が
サ
ミ
ッ
ト
歓
迎
用
の
行

灯
に
使
わ
れ
て
嬉
し
い
。
私
の
写

真
は
宇
治
橋
を
渡
る
人
々
の
シ
ル

エ
ッ
ト
写
真
で
す
が
、
行
灯
の
中

で
光
に
照
ら
さ
れ
る
と
シ
ル
エ
ッ

ト
の
部
分
が
一
層
強
調
さ
れ
る
の

で
そ
の
美
し
さ
を
多
く
の
方
に
見

て
ほ
し
い
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

　
五
月
十
四
日
午
後
、
セ
ミ
ナ
ー

ホ
ー
ル
に
て
平
成
二
十
八
年
度
の

保
護
者
総
会
・
後
援
会
総
会
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
保
護
者
の
方
々

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。
今
回

は
中
高
と
も
に
午
前
中
の
公
開
授

業
に
続
い
て
の
実
施
と
な
っ
た
。

　
両
総
会
で
は
山
口
建
史
常
務
理

事
、
上
村
桂
一
校
長
か
ら
の
挨
拶

の
あ
と
、平
成
二
十
七
年
度
事
業・

決
算
報
告
か
ら
審
議
が
行
わ
れ

た
。
司
会
は
、
中
学
校
が
役
員
の

吉
田
吉
里
氏
、
高
校
は
畑
中
隆
総

務
部
長
が
担
当
し
、
途
中
、
新
役

員
の
紹
介
を
挟
ん
で
平
成
二
十
八

年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案
の
審

議
が
行
わ
れ
た
。
議
事
は
滞
り
な

く
進
行
し
、
議
案
は
す
べ
て
賛
成

多
数
に
よ
り
可
決・承
認
さ
れ
た
。

　
議
事
の
あ
と
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
を
活
用
し
、
中
高
生
た
ち
の
活

躍
の
様
子
が
小
林
誠
治
教
務
部
長

（
中
学
校
）、
多
田
真
二
教
頭
（
高

校
）に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
。両
総
会

の
最
後
に
は
、
中
高
の
新
任
教
職

員
が
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
さ
れ
た
。

　
続
い
て
皇
學
館
大
学
倉
陵
会
館

に
会
場
を
移
し
、
保
護
者
・
教
職

員
の
交
流
の
場
と
し
て
、
合
同
の

懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

　
懇
親
会
で
は
高
校
保
護
者
会
長

の
谷
本
保
明
氏
に
よ
る
挨
拶
後
、

中
学
校
保
護
者
会
長
の
竹
内
久
仁

子
氏
が
乾
杯
の
音
頭
を
と
る
と
、

参
加
者
は
飲
み
物
を
手
に
テ
ー
ブ

ル
に
並
べ
ら
れ
た
料
理
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
、
和
や
か
な
談
笑
の

時
間
を
楽
し
ん
だ
。

　
最
後
は
後
援
会
会
長
の
廣
耕
太

郎
氏
に
よ
る
一
丁
締
め
で
す
べ
て

の
日
程
を
終
了
し
た
。

ま
し
た
。
そ
の
後
い
つ
き
の
み
や

歴
史
体
験
館
を
訪
れ
、
茶
道
体
験

や
平
安
装
束
体
験
、
古
代
の
遊
び

で
あ
る
盤
双
六
を
し
て
楽
し
み
ま

し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
参
加
者
は
日
本

古
来
の
文
化
に
触
れ
感
動
し
て
い

た
よ
う
で
し
た
。
二
日
目
は
外
務

大
臣
や
三
重
県
知
事
な
ど
が
ご
臨

三
年
中
川
さ
ん
が
ジ
ュニ
ア・
サ
ミ
ッ
ト
ボ
ラ
ン
ティ
ア
に
参
加

　
陽
春
の
光
が
ま
ぶ
し
く
感
じ
ら

れ
る
四
月
十
二
日
、
対
面
式
が
行

わ
れ
た
。
緊
張
と
期
待
に
満
ち
た

表
情
の
新
入
生
と
、
落
ち
着
い
た

面
持
ち
の
中
に
頼
も
し
さ
が
う
か

　
皇
學
館
中
学
校
は
教
室
が
た
く

さ
ん
あ
っ
て
驚
き
ま
し
た
。
移
動

教
室
の
時
は
十
分
前
に
準
備
を
し

て
準
備
を
し
て
移
動
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
。
一
カ
月
ぐ
ら
い

は
迷
い
そ
う
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん

教
室
も
覚
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
皇
學
館
中
学
校
の
建
学
の
精
神

な
ど
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
べ
て

す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
授
業
に
つ
い
て
は
数
学・国
語・

英
語
が
習
熟
度
別
少
人
数
講
座
で

学
べ
る
の
が
魅
力
だ
と
思
い
ま
し

た
。
生
活
に
つ
い
て
の
お
話
も
将

来
の
た
め
に
も
な
る
と
思
い
ま
し

た
。

が
教
え
て
く
だ
さ
る
と
思
い
ま
す
。

　
小
学
校
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら

な
い
く
ら
い
の
勉
強
量
と
新
し
い

仲
間
と
の
つ
な
が
り
が
ま
た
一

歩
、
私
を
皇
學
館
中
学
生
に
近
づ

け
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
毎
日
の
積
み
重
ね
を
大
切
に
し

て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
伊
勢

神
宮
へ
行
き
、
参
拝
し
て
き
ま
し

た
。
日
が
経
つ
に
つ
れ
、
ど
ん
ど

ん
私
は
皇
學
館
中
学
生
と
し
て
の

色
が
濃
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
少
し
の
間
は
不
安

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

二
、
三
年
生
の
先
輩
方
、
先
生
方

　
国
際
化
が
進
展
す
る
現
代
社
会

に
お
い
て
、
本
校
で
は
、『
世
界
で

活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
』
を
目
的
と
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
実
践
的
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
増
や
す

施
策
の
一
つ
と
し
て
、Skype

（
ス

カ
イ
プ
）
を
用

い
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
進
め
て
い

る
。
姉
妹
校
で

あ
る
ロ
ー
ズ
ヒ

ル
校
と
は
す
で

にSkype

を
介

し
た
交
流
を
実

施
。
生
徒
た
ち

は
緊
張
し
な
が

ら
も
実
際
の
コ

が
え
る
二
、
三
年
生
を
あ
わ
せ
千

人
を
超
え
る
生
徒
が
一
堂
に
会

し
、
皇
學
館
高
校
の
歴
史
に
新
た

な
一
ペ
ー
ジ
が
加
え
ら
れ
た
。

　
新
入
生
を
代
表
し
て
挨
拶
し
た

の
は
、
入
学
式
で
も
宣
誓
と
い
う

大
役
を
担
っ
た
山
川
ひ
よ
り
さ
ん

（
一
年
七
組
）だ
。
山
川
さ
ん
は
挨

拶
の
中
で
「
二
、
三
年
生
の
先
輩

方
と
一
緒
に
、
一
生
懸
命
勉
強
や

ク
ラ
ブ
活
動
に
励
み
た
い
」
と
力

強
く
語
り
、
早
く
も
皇
學
館
生
と

し
て
の
意
欲
が
芽
生
え
た
様
子
を

見
せ
て
い
た
。
一
方
、
校
友
会
総

務
委
員
長
を
務
め
る
小
林
聖
也
君

（
三
年
八
組
）は
「
皇
學
館
生
と
し

て
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
し
っ
か
り

と
し
た
行
動
を
と
り
、
勉
強
や
ク

ラ
ブ
活
動
を
通
し
て
最
後
ま
で
あ

き
ら
め
な
い
粘
り
強
い
人
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
新
入
生
を
激
励

し
た
。

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ

様
子
で
、
今
年
度
は
対
象
学
年
を

広
げ
、
さ
ら
に
定
期
的
に
交
流
で

き
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。ま
た
、

姉
妹
校
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

国
の
生
徒
た
ち
と
異
文
化
交
流
を

図
る
べ
く
、
外
部
事
業
等
も
活
用

し
な
が
ら
積
極
的
に
進
め
て
い
く

予
定
だ
。
実
際
の
や
り
と
り
を
通

し
て
英
語
の
運
用
力
を
向
上
さ
せ

る
と
と
も
に
、
異
な
る
文
化
や
考

え
方
に
実
際
に
触
れ
な
が
ら
多
文

化
共
生
へ
の
意
識
を
高
め
て
も
ら

い
た
い
。

�

教
務
部
部
長
　
小
林
誠
治

ま
た
、
坂
中
さ
ん
は
六
月
二
日
の

伊
勢
市
長
と
の
対
談
に
も
撮
影
者

代
表
と
し
て
参
加
し
た
。

席
さ
れ
る
中
、
サ
ミ
ッ
ト
参
加
者

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
皆
、
堂
々
と
環
境
問
題

な
ど
に
つ
い
て
討
議
し
た
内
容
を

発
表
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
二
日
間
の
サ
ミ
ッ
ト
参
加

者
と
の
交
流
を
通
じ
て
貴
重
な
体

験
が
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
自
分

自
身
も
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
機
会

に
な
り
、
英
語
以
外
の
言
語
も
習

得
し
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

神
宮
参
拝
な
ど
の
経
験
が
役
立
つ

三
年
九
組　

中
川 

未
友
紀

　
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
「
２
０
１
６
年
ジ
ュ
ニ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
in
三
重
」
が
四
月
二
十

二
日
か
ら
二
十
八
日
に
か
け
て
桑
名
市
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、
本
校
三
年
九
組
の
中
川
未
友
紀
さ
ん
が

サ
ミ
ッ
ト
参
加
者
の
世
話
役
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
た
。以
下
に
中
川
さ
ん
の
感
想
を
掲
載
す
る
。

　
四
月
八
日
に
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
で
対
面
式
が
行
わ
れ
た
。
会
場
に

控
え
、
拍
手
で
迎
え
る
二
、
三
年
生
の
間
を
初
々
し
い
新
入
生
た
ち

が
入
場
し
た
。
在
校
生
を
代
表
し
て
宇
城
幹
土
君（
三
年
）が
歓
迎
の

言
葉
を
述
べ
る
と
、
新
入
生
を
代
表
し
て
藤
田
晃
輝
君
が
「
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
を
し
た
。
そ
の
後
は
恒
例
と
な
っ
て
い

る
物
真
似
＆
ク
イ
ズ
形
式
に
よ
る
中
学
校
教
員
紹
介
な
ど
が
あ
り
、

会
場
は
す
っ
か
り
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

「WELCOME ISE-SHIMA」の文字とともに白
黒写真が浮かび上がる行灯。行灯の和紙には県
指定伝統工芸品「伊勢和紙」が使用されている

挨拶に立つ保護者会長の谷本氏

Skype交流を楽しむ生徒たち

新
入
生
代
表
と
し
て
挨
拶
を
述
べ
た

藤
田
晃
輝
君
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�

人

事

異

動

平
成
28
年
4
月
１
日
付
●〔
〕内
は
旧
職

大　
　

学

高
等
学
校
・
中
学
校

学生が「伊勢志摩百物語〜麗しき島々〜」発刊

一年かけ島の魅力を取材

 

採
用 

文
学
部
准
教
授�
板
東　
洋
介

文
学
部
助
教�

桐
村　
　
喬

文
学
部
助
手�

田
井　
健
治

教
育
学
部
教
授�

駒
田　
聡
子

教
育
学
部
助
教�

小
幡　
章
子

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
助
手

�

小
林　
　
郁

学
生
支
援
部
書
記
補

�

井
上　
　
宗

学
生
支
援
部
事
務
嘱
託

�

板
垣　
史
郎

附
属
図
書
館
事
務
部
事
務
室

事
務
嘱
託�

北
川　
靖
執

附
属
図
書
館
事
務
部
事
務
室

事
務
嘱
託�

森
本　
紋
菜

 

再
任
用 

教
育
学
部
教
授（
特
命
教
授
）

�

深
草　
正
博

 

任
用
更
新 

文
学
部
教
授（
特
別
教
授
）

�

上
野　
秀
治

文
学
部
教
授（
特
別
教
授
）

�

櫻
井　
治
男

文
学
部
教
授（
特
別
教
授
）

�

白
山
芳
太
郎

 

採
用 

皇
學
館
高
等
学
校
常
勤
講
師

�

上
野　
章
夫

皇
學
館
高
等
学
校
常
勤
講
師

�

出
口　
大
貴

皇
學
館
高
等
学
校
常
勤
講
師

�

堀
山　
玄
太

文
学
部
教
授（
特
別
教
授
）

�

半
田　
美
永

大
学
院
文
学
研
究
科
教
授

（
特
命
教
授
）�

毛
利　
正
守

教
育
学
部
教
授（
特
命
教
授
）

�

栗
原　
輝
雄

教
育
学
部
教
授（
特
命
教
授
）

�

檜
垣　
博
子

現
代
日
本
社
会
学
部
教
授

（
特
命
教
授
）�
岸
川　
政
之

教
育
学
部
助
教�
佐
藤　
武
尊

 

昇
格 

文
学
部
教
授�

中
川　
照
将

〔
文
学
部
准
教
授
〕

 

昇
格
及
び
職
群
配
置

平
成
28
年
度
よ
り
課
長
補
佐
以
下
の
職
名
変
更

学
生
支
援
部
部
長

�

山
村　
智
彦

〔
学
生
支
援
部
教
務
担
当
課
長
〕

学
生
支
援
部
学
生
担
当
課
長

�

大
橋　
昌
一

〔
学
生
支
援
部
課
長
補
佐
〕

学
生
支
援
部
主
幹�

荒
木　
　
徹

〔
学
生
支
援
部
係
長
〕

企
画
部
主
幹�

小
津
か
お
り

〔
企
画
部
係
長
〕

財
務
部
主
幹�

西
村　
哲
哉

〔
財
務
部
係
長
〕

学
生
支
援
部
主
事�

諸
岡　
大
輔

〔
学
生
支
援
部
主
任
〕

総
務
部
主
査�

髙
木　
曹
慈

〔
総
務
部
書
記
〕

 

配
置
換
及
び
職
群
配
置

学
校
法
人
皇
學
館
監
査
室
室
長

�

川
口　
昭
二

〔
学
校
事
務
部
部
長
〕

学
校
事
務
部
部
長�

水
本　
昌
克

〔
学
生
支
援
部
部
長
〕

学
生
支
援
部
教
務
担
当
課
長

�

中
井　
良
明

〔
学
生
支
援
部
学
生
担
当
課
長
〕

企
画
部
地
域
連
携
推
進
室
地
域
連
携

推
進
担
当
課
長�

森　
　
正
樹

〔
企
画
部
調
査
役
〕

 

職
種
変
更
及
び
配
置
換

財
務
部
技
手�

後
藤　
宗
樹

〔
総
務
部
書
記
〕

 

出
向 

公
益
財
団
法
人
大
学
基
準
協
会

�
荒
木　
　
徹

　
本
学
で
は
伊
勢
志
摩
サ
ミ

ッ
ト
開
催
を
機
に
皇
學
館
大

学
ブ
ラ
ン
ド
を
広
く
世
界
に

ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、
英
語

特
設
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ

た
。
サ
イ
ト
は
メ
イ
ヨ
ー
先

生
の
伊
勢
散
歩
や
学
生
に
よ

る
本
学
の
紹
介
、
伊
勢
志
摩

の
マ
ッ
プ
な
ど
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
発
信
の
第
一
弾
と

し
て
、
毎
月
お
よ
そ
百
六
十

万
人
以
上
の
ユ
ー
ザ
ー
が
訪

れ
る
訪
日
外
国
人
向
け
日
本

情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ジ

ャ
パ
ン
ガ
イ

ド
」
に
バ
ナ
ー

を
設
置
。四
月・

五
月
で
ク
リ
ッ

ク
数
が
お
よ
そ

千
二
百
に
上
る

な
ど
、
関
心
の

高
さ
が
わ
か
る
。

　
今
後
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
、
同
サ
イ
ト
を
通

じ
て
皇
學
館
の
名
を
世
界
へ

発
信
し
て
い
く
予
定
だ
。

　
安
倍
総
理
が
主
催
し
、
東

京
の
新
宿
御
苑
で
行
わ
れ
る

「
桜
を
見
る
会
」と
い
う
も
の

が
あ
る
。
そ
の
招
待
状
が
自

宅
に
届
い
た
…
と
言
い
ふ
ら

し
て
い
る
と
、
な
ら
ば
そ
の

報
告
を
書
い
て
く
だ
さ
い
、

と
言
わ
れ
た
の
で
、
以
下
、

簡
略
に
記
す
。

　
四
月
九
日
、
朝
八
時
、
知

人
た
ち
と
「
大
木
戸
門
」
の

前
に
集
ま
り
、
開
門
を
待
っ

た
。
俳
優
の
草
刈
正
雄
さ
ん

が
、私
た
ち
よ
り
早
く
来
て
、

開
門
を
待
っ
て
い
た
。
内
閣

官
房
参
与
・
飯
島
勲
さ
ん
の

姿
を
見
か
け
た
の
で
、
ご
挨

拶
し
、
開
門
と
同
時
に
苑
内

に
入
る
。
す
る
と
、
た
ま
た

ま
旧
知
の
国
会
議
員
と
会
っ

た
の
で
、「
〇
〇
く
ん
、ど
う

で
す
」と
訊
く
と
、「
走
り
ま

わ
っ
て
ま
す
よ
」
と
笑
顔
で

お
っ
し
ゃ
る
。「
〇
〇
く
ん
」

は
、
三
月
に
卒
業
し
た
ば
か

た
ち
”
が
、
た
く
さ
ん
歩
い

て
い
る
…
と
い
う
こ
と
く
ら

い
は
わ
か
っ
た
。
翌
日
の
報

道
に
よ
れ
ば
、
参
加
者
は
一

万
六
千
人
に
も
お
よ
ん
で
い

る
。
総
理
の
挨
拶
や
、
昭
恵

夫
人
の
乾
杯
の
発
声
は
、
マ

イ
ク
を
通
し
て
聞
い
た
。
酒

は
出
な
い
。
そ
の
か
わ
り
、

た
く
さ
ん
の
屋
台
が
出
て
い

て
、
食
べ
物
や
飲
み
物
に
は

不
自
由
し
な
い
。

　
帰
ろ
う
と
す
る
と
、
官
房

長
官
・
菅
義
偉
さ
ん
の
前
に

行
列
が
で
き
て
い
る
。
一
緒

に
写
真
を
と
っ
て
ほ
し
い
、

と
求
め
る
人
た
ち
の
行
列
で

あ
る
。
菅
さ
ん
は
、
人
の
よ

さ
そ
う
な
笑
顔
で
応
じ
て
い

た
。
門
を
出
よ
う
と
す
る

と
、「
朝
ド
ラ
」
な
ど
で
有
名

な
「
子
役
」
た
ち
が
三
人
で

手
を
繋
い
で
歩
い
て
い
て
、

そ
れ
が
、
と
て
も
か
わ
い
ら

し
か
っ
た
。

　
し
か
し
、門
を
出
た
あ
と
、

問
題
が
発
生
し
た
。
な
に
し

ろ
一
万
六
千
人
が
、
い
っ
せ

い
に
は
け
る
の
で
、
タ
ク
シ

ー
が
つ
か
ま
ら
な
い
。
私
は

す
ぐ
に
伊
勢
に
駆
け
戻
り
、

そ
の
日
の
午
後
、
千
葉
県
か

ら
バ
ス
四
台
で
、
参
宮
に
お

こ
し
に
な
る
方
々
に
講
演
を

す
る
約
束
を
し
て
い
た
。
焦

燥
感
に
か
ら
れ
な
が
ら
、
し

ば
ら
く
私
は
御
苑
の
ま
わ
り

を
、
あ
て
ど
な
く
彷
徨
し
て

い
た
。

人
事
制
度
の
改
定
に
つい
て

学
校
法
人
皇
學
館 

事
務
局
長　

西
谷
　
豊

　
私
学
を
取
り
巻
く
厳
し
い
経
営
環
境
を
乗
り
切
る
た
め
の
組
織
力

強
化
、活
性
化
を
目
的
と
し
、本
法
人
の
規
模
・
経
営
目
標
に
見
合
っ

た
、
独
自
の
人
材
育
成
・
人
材
活
用
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
た
め
に
、

こ
の
た
び
、
人
事
制
度
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
四
年
度
に
策
定
さ
れ
た
中
期
経
営
改
善
計
画
に
も

あ
げ
ら
れ
、平
成
二
十
六
年
の
常
勤
理
事
会
に
お
い
て
、人
事
制
度
の

改
定
に
つ
い
て
の
検
討
が
承
認
さ
れ
て
か
ら
、
具
体
的
な
検
討
が
始

ま
り
ま
し
た
。
法
人
の
事
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
五

月
、
高
等
学
校
・
中
学
校
教
員
つ
い
て
は
、
同
年
九
月
、大
学
教
員
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
に
そ
れ
ぞ
れ
人
事
制
度
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
組
織
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
事
務
職
員
と
高
等
学
校
・

中
学
校
教
員
に
つ
い
て
は
、
昨
年
秋
に
、
新
人
事
制
度
が
ま
と
ま
り
、

関
係
職
員
へ
の
説
明
会
、研
修
会
等
が
行
わ
れ
、
平
成
二
十
八
年
三

月
の
理
事
会
で
の
承
認
を
経
て
、四
月
よ
り
、試
行
期
間
と
し
て
実
施

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

　
新
人
事
制
度
は
、事
務
職
員
は
、等
級
制
度
、評
価
制
度
、給
与
制
度

か
ら
な
り
、高
等
学
校
・
中
学
校
教
員
は
、職
級
制
度
、評
価
制
度
、給

与
制
度
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
評
価
制
度
に
お
い
て

目
標
管
理
を
取
り
入
れ
、
年
度
当
初
に
全
員
が
一
年
間
の
業
務
目
標

を
評
価
者
と
面
談
の
上
決
定
し
、
そ
れ
を
評
価
に
反
映
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
い
ま
ま
で
、
組
織
と
し
て
の
業
務
目
標
は
定
め
て
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
個
人
の
業
務
目
標
と
そ
の
達
成

方
法
・
手
段
と
達
成
基
準
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
、そ
の
結
果
を
検

証
・
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
、
学
校
法
人
皇
學
館
の
運
営
・

教
育
目
標
達
成
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
大
学
教
員
の
人
事
制
度
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
大
学
教
員

は
毎
年
度
教
育
・
研
究
計
画
書
と
報
告
書
を
記
述
し
、
そ
の
成
果
を

教
育
研
究
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
し
、
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で

そ
の
ほ
と
ん
ど
の
活
動
が
可
視
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら

を
総
合
的
に
評
価
し
、
さ
ら
な
る
改
善
に
つ
な
げ
る
た
め
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
皇
學
館
が
始
ま
っ
て
以
来
の
人
事
に
係
わ
る
制
度
改
定
で
す
が
、

今
後
も
一
層
の
制
度
の
充
実
に
務
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
桜
を
見
る
会
」参
加
記

国
史
学
科
教
授　

松
浦
光
修

り
の
私
の
ゼ
ミ
の
男
子
で
、

四
月
か
ら
そ
の
方
の
秘
書
を

し
て
い
る
。「
そ
れ
で
は
…
も

っ
と
走
り
回
ら
せ
て
く
だ
さ

い
」
と
言
っ
て
お
い
た
。

　
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
散
り
か

け
て
い
た
が
、
八
重
桜
は
満

開
に
近
く
、
幸
い
天
候
に
も

恵
ま
れ
た
。
つ
ぎ
つ
ぎ
と
芸

能
人
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
た
ち

が
到
着
し
て
、
人
々
は
、
し

き
り
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
を
響

か
せ
は
じ
め
る
。
近
ご
ろ
私

は
、テ
レ
ビ
が
嫌
い
に
な
り
、

あ
ま
り
見
な
い
が
、
そ
れ
で

も
“
ナ
ン
ト
カ
48
”
な
ど
、

“
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
人

皇
學
館
の
名
を
世
界
へ
!

ジ
ャ
パ
ン
ガ
イ
ド
に
英
語
サ
イ
ト
を
開
設

　
神
道
学
科
の
学
生
六
名
と
大
学

院
生
一
名
が
伊
勢
志
摩
に
点
在
す

る
島
々
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
し

よ
う
と
、
グ
ル
ー
プ
を
結
成
。
約

一
年
を
か
け
て
十
三
の
“
島
”
を

取
材
し
、
地
元
の
出
版
社
・
伊
勢

文
化
舎
の
編
集
協
力
の
も
と
冊
子

「
伊
勢
志
摩
百
物
語
〜
麗
し
き
島

々
〜
」
を
発
刊
し
た
。

　

取
り
上
げ
た
の
は
海
女
の
祭

典
・
し
ろ
ん
ご
祭
り
で
有
名
な
菅

島（
鳥
羽
市
菅
島
町
）や
大
潮
の
干

潮
時
に
し
か
行
け
な
い
潜く

ぐ
り

島し
ま

（
伊

勢
市
二
見
町
）、か
つ
て
真
珠
養
殖

で
栄
え
た
間
崎
島
（
志
摩
市
志
摩

町
）な
ど
伊
勢
志
摩
の
歴
史
、風
土

が
色
濃
く
残
る
十
三
の
ス
ポ
ッ

ト
。
い
ず
れ
も
学
生
が
現
地
へ
赴

き
、
地
元
の
人
々
に
話
を
聞
い
た

り
史
料
を
調
べ
た
り
し
て
ま
と
め

上
げ
た
。

　
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
、
神
道
学

科
三
年
の
足
立
涼
君
は
「
菅
島
と

間
崎
島
を
訪
れ
た
が
、
島
民
の
信

仰
の
篤
さ
が
印
象
に
残
っ
た
」
と

語
り
、
同
二
年
の
伊
藤
り
か
さ
ん

は
「
文
献
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
作

業
は
い
に
し
え
の
時
間
軸
を
旅
し

て
い
る
よ
う
な
楽
し
い
時
間
だ
っ

た
」
と
話
し
た
。

　
顧
問
を
務
め
た
櫻
井
治
男
文
学

部
特
別
教
授
は
「
学
生
が
交
わ
る

こ
と
で
、『
地
域
で
育
つ
、地
域
が

育
つ
』
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
」
と

今
回
の
取
組
み
の
意
義
を
話
す
。

冊
子
は
Ａ
５
判
三
十
二
頁
。
希
望

者
に
は
五
十
部
限
定
で
郵
送
し
て

い
る
。
な
お
、
左
記
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
も
公
開
中
だ
。

就
任
の

ご
挨
拶

皇
學
館
高
等
学
校
・
中
学
校

　

校
長　

上
村
桂
一

　
本
年
四
月
、
高
等
学
校
・
中
学
校

長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
本
紙
面
を

お
借
り
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
校
は
、
学
園
の
建
学
の
精
神
の

も
と
、
地
域
の
厚
い
信
頼
を
得
て
発

展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

本
校
を
取
り
巻
く
環
境
を
見
る
と

き
、今
、重
要
な
局
面
に
差
し
か
か
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
、
学
校
教
育
に
お
け
る
学

力
観
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。
あ
る
研
究
者
は
、
こ
れ
を

「
学
び
の
ゴ
ー
ル
が
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
」と
表
現
し
ま
し
た
が
、
情

　
二
つ
に
は
、
生
徒
数
の
減
少
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
と
く
に
当
地
域
は
顕

著
で
、
今
後
五
年
間
で
十
五
歳
人
口

が
大
規
模
高
等
学
校
一
校
に
相
当
す

る
ほ
ど
減
少
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
校
は
難
し
い
状

況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
が
、し
か
し
、

時
代
の
要
請
に
即
し
た
教
育
体
制
を

い
ち
早
く
整
え
て
、
地
域
を
超
え
て

の
評
価
と
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
こ
の
局
面
は
、
本
校
が
大
き

く
飛
躍
す
る
機
会
で
あ
る
と
も
捉
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
校
が
大
切

に
し
て
い
る
「
日
本
人
と
し
て
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」を
培
う
教
育
も
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
重
要
性

報
化
や
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
展
し
激
し
く
変
化

す
る
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
な
能

力
、
す
な
わ
ち
「
知
識
・
技
能
」
だ

け
で
は
な
く
、「
そ
れ
を
使
っ
て
新
た

な
価
値
を
生
み
出
す
力
」、
そ
し
て

「
自
ら
学
び
に
向
か
う
力
」を
重
視
す

る
教
育
へ
の
転
換
で
す
。そ
れ
に
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
一
層
の
活
用
を
図
り
な
が

ら
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

柱
と
す
る
指
導
方
法
の
導
入
を
促
進

せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

を
増
し
て
い
ま
す
。
今
後
よ
り
一
層

の
発
展
の
た
め
に
、
本
校
の
伝
統
を

大
切
に
し
つ
つ
、
全
教
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
め
ざ
す
学
校
像
を
早
期
に

実
現
で
き
る
よ
う
、
力
を
尽
く
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
指

導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

経
歴 

　
抜
粋
　
　

上
村
桂
一（
満
64
歳
）

Ｓ
50
年
3
月	

富
山
大
学
理
学
専
攻
科 

修
了

Ｓ
50
年
4
月	

三
重
県
立
宮
川
高
等
学
校 

教
諭

Ｓ
60
年
4
月	

三
重
県
教
育
委
員
会
事
務
局
教
職
員
課
主
事

Ｈ
2
年
4
月	

三
重
県
立
宇
治
山
田
高
等
学
校 

教
諭

Ｈ
6
年
4
月	

三
重
県
教
育
委
員
会
事
務
局
教
職
員
課	

管
理
主
事
、
県
立
学
校
人
事
係
長
、
主
幹
兼

統
括
管
理
主
事
、
調
整
監
を
歴
任

Ｈ
15
年
4
月	

三
重
県
立
上
野
高
等
学
校 

校
長

Ｈ
19
年
4
月	

三
重
県
立
伊
勢
高
等
学
校 

校
長

Ｈ
24
年
4
月	

皇
學
館
高
等
学
校 

学
監

Ｈ
28
年
4
月	

皇
學
館
高
等
学
校
・
中
学
校
校
長
に
就
任

皇
學
館
高
等
学
校
常
勤
講
師

�

前
川　
航
希

皇
學
館
高
等
学
校
常
勤
講
師

�

宮
岸　
良
次

皇
學
館
高
等
学
校
常
勤
講
師

�

エ
リ
ッ
ク
・
ハ
モ
ン
ド

〔
皇
學
館
高
等
学
校
Ａ
Ｌ
Ｔ
〕

皇
學
館
中
学
校
常
勤
講
師

�

中
野　
　
黎

 

任
用 

皇
學
館
高
等
学
校
校
長

�

上
村　
桂
一

〔
皇
學
館
高
等
学
校
学
監
〕

 

兼
務 

皇
學
館
中
学
校
校
長

�

上
村　
桂
一

 

昇
格 

皇
學
館
高
等
学
校
教
諭

�

内
田　
悠
一

〔
皇
學
館
高
等
学
校
常
勤
講
師
〕

皇
學
館
高
等
学
校
教
諭

�

富
士
井
美
優

〔
皇
學
館
高
等
学
校
常
勤
講
師
〕

皇
學
館
中
学
校
教
諭

�

仁
木　
孝
幸

〔
皇
學
館
中
学
校
常
勤
講
師
〕

 
配
置
換 

皇
學
館
高
等
学
校
教
諭

�

服
部　
篤
志

〔
皇
學
館
中
学
校
教
諭
〕

皇
學
館
中
学
校
常
勤
講
師

�
鈴
木　
晴
美

〔
皇
學
館
高
等
学
校
常
勤
講
師
〕

大
学
公
式
サ
イ
ト
�http://www.kogakkan-u.

ac.jp/html/literature/shinto.php
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学生生活、最後の思い出に！

成人式の振袖レンタルも
皇大生ならおトク！！大好評！ 10,000円OFF

県内最初の展示会で、お気に入りを見つけよう！

早期予約会開催

皇大生スペシャル特典

皇學館サービス株式会社は
学校法人皇學館100%出資会社です。
【取扱商品】各種保険・下宿斡旋・
旅行・貸衣裳・スーツ他

衣裳提携先

男性の紋付袴も
取り揃えております

●1 当日外宮前特設会場で着付・ヘアアレンジが
 できるので、手ぶらでラクラク!

●2 祝賀会後、学内で脱いで
 そのまま帰れるのでとっても便利!

●3 お衣裳代レンタル価格より１０％OFF

●4 半巾着、きんちゃく、草履を無料レンタル

●5 謝恩会のゲストドレスが
 どれでも６,０００円でレンタル!

 　９号館１階●場所 小会議室（皇學館サービス前）

●日時 7/13□水・14□木 10：00～16：00

合　計
559人

教員（幼）・保育士
40人
＊2

教員
（小中高）
136人
＊1

公務員
27人
福祉
23人

企業・団体
272人

神社
61人

就
職
率
一
〇
〇
％
を
達
成

神
社
関
係

小
学
校
教
員
採
用
数
は
東
海
圏
で
第
五
位

教
職
関
係

計
二
十
七
名
が
就
職

公
務
員
関
係

卸
・
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
が
中
心

一
般
企
業
関
係

編
集
後
記

　
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
無
事
に
閉

幕
し
ま
し
た
。
神
宮
を
訪
問
し
た
各

国
首
脳
か
ら
は
「
聖
な
る
場
所
に
行

く
こ
と
が
で
き
て
感
動
し
た
」「
伝
統

の
継
続
性
と
悠
久
の
歴
史
を
感
じ

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
海

外
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
取
材
は
以
前
の

十
倍
に
増
加
す
る
な
ど
、
日
本
の
精

神
文
化
が
世
界
に
発
信
さ
れ
る
意
義

深
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
本

学
園
に
お
い
て
も
学
生
・
生
徒
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
。
ま
た
、

〈
皇
學
館
〉の
名
を
世
界
へ
広
め
る
べ

く
多
彩
な
取
組
み
が
行
わ
れ
た
一
年

で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
盛
り
上
が
り

を
一
過
性
と
せ
ず
、
起
点
と
し
て
地

域
の
活
性
、
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。	

【
企
画
部
】

就職率は98.4%と高水準を堅持
◣平成27年度卒業生就職状況

　
平
成
二
十
八
年
三
月
の
卒

業
生
六
六
六
名
の
就
職
状
況

は
、
就
職
希
望
者
五
六
八
名

の
う
ち
就
職
決
定
者
は
五
五

九
名
と
、
就
職
率
九
八
・
四

％
を
記
録（
表
１
参
照
）。
昨

年
同
様
、高
水
準
と
な
っ
た
。

ま
た
、
卒
業
者
全
体
に
占
め

る
就
職
者
の
割
合
は
八
三
・

九
％（
前
年
比
四・一
ポ
イ
ン

ト
増
）と
な
っ
た
。

　
な
お
、
五
月
二
十
日
付
で

文
部
科
学
省
が
発
表
し
た

「
平
成
二
十
七
年
度
大
学
等

卒
業
者
の
就
職
状
況
調
査

（
四
月
一
日
現
在
）」
で
は
大

学
等（
大
学
・
短
期
大
学
・
高

等
専
門
学
校
）
の
就
職
率
は

九
七・五
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
下
に
分
野
別
の
詳
細
を

報
告
す
る
。

　

神
職
課
程
履
修
者
の
う

ち
、
神
社
関
係
奉
職
希
望
者

（
大
学
院
・
専
攻
科
含
む
）九

十
六
名
全
員
が
奉
職
し
、
就

職
率
一
〇
〇
％
を
達
成
す
る

と
い
う
非
常
に
喜
ば
し
い
結

果
と
な
っ
た
。
男
子
は
全
員

が
神
職
と
し
て
、
女
子
は
神

職
一
四
名
・
事
務
職
四
名
の

採
用
で
あ
っ
た
。

　
一
三
六
名
（
正
規
／
公
立

四
十
七
名
・
私
立
二
名
、
講

師
／
八
十
七
名
）
が
教
員

（
小
・
中
・
高
）と
し
て
、
四

十
名（
正
規
／
公
立
十
二
名・

私
立
十
九
名
、臨
時
／
九
名
）

が
幼
稚
園
・
保
育
園
に
就
職

し
た
。
と
く
に
三
重
県
小
学

校
に
つ
い
て
は
全
合
格
者
二

五
二
名
の
う
ち
本
学
の
学
生

は
七
十
六
名
（
過
年
度
卒
業

生
を
含
む
）
と
占
有
率
は
お

よ
そ
三
割
を
マ
ー
ク
。
昨
年

に
続
き
県
内
ト
ッ
プ
の
座
を

堅
持
し
た
。

　
な
お
、
大
学
七
六
二
校
の

デ
ー
タ
を
網
羅
し
た
『
大
学

ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
７
』（
朝

日
新
聞
出
版
）に
よ
る
と
、本

学
の
小
学
校
教
員
採
用
数
は

東
海
圏
で
第
五
位
の
位
置
に

　
白
の
地
色
に
背は
い

面め
ん

を
中
心
と
し
て
全
面

に
赤
・
紫
色
の
下
り
藤
と
藤
棚
と
が
文
様

化
さ
れ
て
い
る
衣
裳
で
す
。
文
様
は
全
て

繡（
刺し

繍し
ゅ
う

）に
よ
り
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

蔓つ
る

に
は
金き
ん

糸し

を
贅ぜ
い

沢た
く

に
用
い
、
そ
の
間
に

葉
を
配
す
る
な
ど
巧
み
な
繡
技
法
が
駆
使

さ
れ
て
い
ま
す
。
華
や
か
で
優
美
な
雰
囲

気
を
有
す
る
着
付
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
藤
花
な
ど
藤
文
様
の
衣
裳
は
主
に
藤ふ
じ

娘む
す
め

な
ど
の
娘
役
や
武
家
女
な
ど
武
家
の
婦
人

役
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
若
い
娘
や
武

家
婦
人
の
華
や
か
で
清
楚
な
趣
が
観
客
に

伝
わ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
時
代
物
の
武
家
婦
人
役
に
用
い

ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

	

（
伊
勢
　
千
束
屋
資
料
の
う
ち
）

つ
け
て
お
り
、
優
れ
た
教
員

養
成
機
関
と
し
て
そ
の
名
を

確
固
た
る
も
の
に
し
た
と
い

っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
公
務
員
関
係
で
は
、
伊
勢

市
役
所
一
名
、
伊
賀
市
役
所

二
名
、
志
摩
市
役
所
一
名
、

鈴
鹿
市
役
所
二
名
、
松
阪
市

役
所
一
名
、
大
紀
町
役
場
一

名
、
大
台
町
役
場
一
名
、
自

衛
隊
一
般
曹
候
補
生
一
名
、

警
察
官
七
名（
三
重
県
警
六・

奈
良
県
警
一
）、松
阪
地
区
広

域
消
防
組
合
二
名
の
計
十
九

名
が
正
規
採
用
と
な
っ
た
。

他
に
一
年
以
上
の
臨
時
採
用

者
が
八
名
お
り
、
合
計
で
二

十
七
名
が
就
職
。前
述
の『
大

学
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
７
』

に
よ
る
と
、
警
察
官
採
用
数

は
東
海
圏
に
お
い
て
第
七
位

で
あ
っ
た
。

　
一
般
の
企
業
・
団
体
へ
は

二
七
二
名（
前
年
二
七
〇
名
）

が
就
職
を
決
め
た
。
業
界
別

就
職
・
採
用
活
動
時
期
が
再
度
変
更

で
は
卸
売
業
・
小
売
業
、
サ

ー
ビ
ス
業
が
中
心
と
な
っ
た
。

　
学
生
は
学
業
に
集
中
す
べ

き
と
の
意
向
か
ら
平
成
二
十

七
年
度
卒
業
生
（
平
成
二
十

八
年
三
月
卒
業・修
了
）に
お

け
る
就
職
活
動
で
は
広
報
活

動
の
開
始
が
三
年
生
の
三

月
、
採
用
選
考
開
始
が
四
年

生
の
八
月
と
後
ろ
倒
し
の
日

程
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
採

用
活
動
の
長
期
化
や
中
小
企

業
に
お
け
る
内
定
辞
退
者
数

の
増
加
な
ど
種
々
の
問
題
が

起
こ
り
、
学
生
・
企
業
と
も

に
混
乱
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
経
団
連

は
、
平
成
二
十
八
年
度
卒
業

予
定
者
（
平
成
二
十
九
年
三

月
卒
業・修
了
）か
ら
広
報
活

動
は
三
月
開
始
の
ま
ま
、
採

用
選
考
の
み
二
カ
月
繰
り
上

げ
六
月
開
始
に
変
更
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。
し
か
し
、

実
質
的
な
選
考
時
期
は
さ
ら

に
早
期
化
の
傾
向
に
あ
り
、

昨
年
度
か
ら
準
備
を
進
め
て

き
た
学
生
と
そ
う
で
な
い
学

生
と
の
間
で
は
明
ら
か
な
二

極
化
が
見
受
け
ら
れ
る
。
就

職
支
援
担
当
部
署
で
は
引
き

続
き
経
団
連
の
動
向
や
景
気

状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
す

べ
て
の
学
生
が
希
望
の
内
定

を
得
ら
れ
る
よ
う
、
全
力
で

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

保護者対象
就職講演会・
説明会�のご案内

開催日●７月１６日㈯
就職講演会� １３：00〜１４：２0

就職活動を支える�
親子コーチングの活用方法
講師●就職コンサルタント 本 田 勝 裕 氏
会場●６2１教室（６号館2階）

進路別就職説明会� １４：３0〜１５：１0

神社への就職について
神職養成担当� 会場●６22教室（６号館2階）

教員・保育士への就職について
教職支援担当� 会場●６2１教室（６号館2階）

企業・官公庁への就職について
就職担当� 　会場●722教室（７号館2階）

お問合せ先
学生支援部就職担当� TEL0５96-２２-6３１9

登
場
人
物
の
心
を
語
る
文
様

皇學館ミュージアム　

江戸時代末～明治 一領　裄63.5糎　丈168.0糎

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー 

佐
川
記
念
神
道
博
物
館
学
芸
員
・
教
授

岡
田
芳
幸

【表１】平成２７年度卒業生 就職状況	 Ｈ28.5.1現在

学　科 卒業者数	
A

就職希望者数	
B

就職者数	
C

就職率	
C／B

神　道
男 　７４ 　６３ 　６３ １００.０％
女 　１２ 　　９ 　　９ １００.０％
計 　８６ 　７２ 　７２ １００.０％

国　文
男 　４２ 　３６ 　３５ 　９７.２％
女 　４６ 　３６ 　３６ １００.０％
計 　８８ 　７２ 　７１ 　９８.６％

国　史
男 　５５ 　５１ 　４７ 　９２.２％
女 　４４ 　３２ 　３２ １００.０％
計 　９９ 　８３ 　７９ 　９５.２％

コミュニケーション
男 　４６ 　４１ 　４０ 　９７.６％
女 　２６ 　２１ 　２１ １００.０％
計 　７２ 　６２ 　６１ 　９８.４％

教　育
男 １０１ 　８３ 　８３ １００.０％
女 １３１ １１５ １１５ １００.０％
計 ２３２ １９８ １９８ １００.０％

現代日本社会
男 　５７ 　５０ 　４８ 　９６.０％
女 　３２ 　３１ 　３０ 　９６.８％
計 　８９ 　８１ 　７８ 　９６.３％

合　　計
男 ３７５ ３２４ ３１６ 　９７.５％
女 ２９１ ２４４ ２４３ 　９９.６％
計 ６６６ ５６８ ５５９ 　９８.４％

平成２７年度卒業生
分野別就職者�H28.5.1現在
＊１：うち87名は講師
＊２：うち 9 名は臨時

歌か

舞ぶ

伎き

衣い

裳し
ょ
う 

着き

付つ

け

白し

ろ

地じ

下さ
が
り

藤ふ

じ

文も

ん

様よ

う 

繡ぬ
い
と
り

イベント情報（6～8月）

6
月

 ２５  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

神道と仏教　神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離　 
「書
しょ
寫
しゃ
山
さん
圓
えん
教
きょう
寺
じ
における神仏習合と神仏分離」

河野　訓（文学部教授）

 ２５  土  佐川記念神道博物館 教養講座  佐川記念神道博物館講義室

学芸員が語る三重の文化と魅力Ⅲ 
「松浦武四郎と伊勢神宮」
山本　命（松浦武四郎記念館主任学芸員）

 ３０  木  皇學館大學人文學會 第９６回研究例会  224教室

田山花袋『時は過ぎゆく』の同時代性 
　「空」をめぐるモチーフを出発点に　
小堀洋平（文学部助教）

7
月

  ２   土  月例文化講座  431教室

乗りあうことでつながる交通
笠原正嗣（現代日本社会学部教授）

  ２   土  研究開発推進センター史料編纂所古文書講座  佐川記念神道博物館講義室

第 ２回 古代文書を読む
荊木美行（研究開発推進センター副センター長・教授）

  6   木  研究開発推進センター神道研究所 公開学術講演会  231教室

殯・殯宮と王宮・葬地
西本昌弘（関西大学文学部教授）

  ９   土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

古事記を読み解く　天若日子の反逆〜イワレヒコ誕生
の段　ニニギの命の誕生〜天孫降臨
白山芳太郎（文学部教授）

 １０  日  みえアカデミックセミナー２０１６  三重県文化会館レセプションルーム

日本人の信仰とその思想
白山芳太郎（文学部教授）

 １6  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

『日本書紀』を読む 
「磤馭慮島での聖婚と大八洲国の誕生�」
大島信生（文学部教授）

 ２３  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

神道と仏教　神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離　 
「江
えの
島
しま
神社における神仏習合と神仏分離」

河野　訓（文学部教授）

 ３０  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野
１日・短期講習会 なぜ、若者は神社を目指すのか？ 
〜聖地巡礼の現代的な変容から〜
板井正斉（教育開発センター准教授）

8
月

  6   土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

『日本書紀』を読む 
「天照大神・月夜見尊・素戔嗚尊の誕生�」
大島信生（文学部教授）

 ２０  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

古事記を読み解く　天若日子の反逆〜イワレヒコ誕生
の段　猿女君のいわれ〜コノハナサクヤヒメとの結婚
白山芳太郎（文学部教授）

◉各講座の詳細につきましては、本学ホームページにてご確認ください。
◉共催講座（近鉄文化サロン阿倍野）のみ、有料です。お問い合わせは近鉄文
化サロン阿倍野（70120−106−718）へお願い致します。

◉佐川記念神道博物館教養講座は、事前の申込みが必要になります【先着
順】。お問い合わせは☎0596−22−6471へお願い致します。

◉研究開発推進センター史料編纂所公開講座・古文書講座は、事前の申
込みが必要になります【先着順】。お問い合わせは☎0596−22−6462へお願
い致します。

◉その他お問い合わせは、皇學館大学地域連携推進室（☎0596−22−8635）
へお願い致します。
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